
図　  面  　リ  　ス  　ト

Ａ　-　０１

Ａ　-　０２

Ａ　-　０３

Ａ　-　０４

Ａ　-　０５

Ａ　-　００

　　　木造新築工事特記仕様書　NO1

　　　図　面　リ　ス　ト

図面番号 　　　　図　　　面　　　内　　　容

　　　天 井 伏 図

Ｓ　-　０１

Ｓ　-　０２

　　　構 造 関 係 特 記 仕 様 書  NO１

Ｓ　-　０３

Ｓ　-　０４

Ｓ　-　０５

Ｓ　-　０６

Ａ　-　０６

　　　立　面　図

Ａ　-　０

Ａ　-　０７

Ａ　-　０８

Ａ　-　０９

Ａ　-　１０

Ａ　-　１１

　　　断　面　図

Ａ　-　１２

Ａ　-　１３

　　　矩　計　図  （１）

Ｓ　-　０７

Ｓ　-　０８

　　　構 造 関 係 特 記 仕 様 書  NO２

　　　木 躯 体 工 事　標 準 仕 様 書 ー１

　　　１　階　床　伏　図Ｓ　-　１０

Ｓ　-　１１

Ａ　-　１４

Ａ　-　１５

Ａ　-　１６

Ｅ　-　０１

Ｅ　-　０２

Ｅ　-　０３

　電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

Ｓ　-　１２

Ａ　-　１７

Ｓ　-　０９

Ａ　-　１８

Ａ　-　１９

Ａ　-　２０

Ａ　-　２１

Ａ　-　２２

Ａ　-　２３

Ａ　-　２４

　　　建 具 配 置 平 面 図 

Ａ　-　２５

　　　鋼 製 建 具 表

Ａ　-　２６

　　　木 製 建 具 表

Ａ　-　２７

Ｓ　-　１３

Ｓ　-　１４

　　　母　屋　伏　図　（１）

Ｅ　-　０４

Ｅ　-　０５

Ｅ　-　０６

図面番号 　　　　図　　　面　　　内　　　容 図面番号 図面番号　　　　図　　　面　　　内　　　容

Ｍ　-　０１

Ｍ　-　０２

Ｍ　-　０３

Ｍ　-　０４

　機 械 設 備 工 事  特 記 仕 様 書

Ｍ　-　０５

Ｍ　-　０６

　衛 生 設 備 平 面 図

　附 近 見 取 り 図 ・ 配 置 図

図面番号　　　　図　　　面　　　内　　　容 　　　　図　　　面　　　内　　　容

　幹線 ・ 空調 ・ 換気電源設備　平面図

　コンセント設備平面図 ・ 分 電 盤 結 線 図

　電 灯 設 備 平 面 図 ・ 照 明 器 具 姿 図

　電話・緊急通報・警察無線配管・外来通報　平面図

　　　ユニット詳細図

　　　外 構 詳 細 図

　　　標 識 板 詳 細 図

　　　コ ラ ム 配 置 図 （駐在所）

　　　附近見取り図 ・ 配 置 図 ・ 敷地求積図

　　　仕 上 表 （１）

　　　仕 上 表 （２）

　　　平  面  図　・　面積求積図

　　　セメントコラム特記仕様書  （駐在所）

　　　基 礎 伏 図 ・ 基 礎 詳 細　図

　　　小  屋  伏  図

　　　X  通  り  軸  組  図　（１）

　空 気 調 和 設 備 平 面 図

　衛 生 設 備　器 具 表 ・ 排 水 桝 表

　　　矩　計　図  （２）

　　　平 面 詳 細 図

　　　展 開 図 （１） (風除室・WC（1）・事務室）

Ａ　-　２８

　　　柱　伏　図

　　　X  通  り  軸  組  図　（２）

Ｓ　-　１５

Ｓ　-　１６

Ｓ　-　１７

　　　外 構 平 面 図

Ａ　-　２９

　　　木造新築工事特記仕様書　NO２

　　　木造新築工事特記仕様書　NO３

　　　木造新築工事特記仕様書　NO４

　　　木造新築工事特記仕様書　NO５

　　　木造新築工事特記仕様書　NO６

　　　木造新築工事特記仕様書　NO７

　　　展 開 図 （２） (ｺﾐｭﾆﾃｲﾙｰﾑ・金庫置場）

　　　展 開 図 （３） (玄関・ホール・収納・LDK）

　　　展 開 図 （４） (洋室１・２・洗面脱衣・WC（２））

　プ ロ パ ン ガ ス 設 備 平 面 図

Ｍ　-　０７　呼出・テレビ受信・火災報知設備　平面図

　　　車庫平面図・断面図・基礎伏図・基礎断面図Ａ　-　３０

　　　屋 根 伏 図

　　　セメントコラム特記仕様書  （標識板）

　　　セメントコラム特記仕様書  （車　庫）

　　　木 躯 体 工 事　標 準 仕 様 書 ー２

　　　母　屋　伏　図　（２）

Ｓ　-　１８

　　　Y  通  り  軸  組  図　（１）

　　　Y  通  り  軸  組  図　（２）

Ｓ　-　１９ 　　　壁　量　計　算

Ｓ　-　２０ 　　　コ　ラ　ム　配　置　図　（標識板）

Ｓ　-　２１ 　　　コ　ラ　ム　配　置　図　（車　庫）

　附近見取り図 ・ 配置図 ・ 引込鋼管柱参考図　車庫平面図

Ｅ　-　０７

　空気調和・換気設備機器表・24時間換気計算表

　換 気 設 備 平 面 図

Ｍ　-　０８

製作年月日

№ 

図面番号

A-00

縮尺図面内容

図面リスト



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事 木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ１ Ａ-01

１）建築工事　　　　　一式

２）電気設備工事　　一式

３）機械設備工事　　一式

４）外　構　工　事　　一式

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、　印の付いたものを適用する。

（用途地域：指定無し　　　　　防火地域：指定無し　）１．工事場所

工事 特記仕様書
Ⅰ．工　事　概　要

共

通

事

項

工事名

２．敷地面積

１

(1.1.4)・適用する

引渡しを要するもの

※ なし

※ なし

特別管理産業廃棄物

）

）

）

※ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るもの

現場において再利用を図るもの：

とし、処理方法等は監督員と協議する。

※ なし

む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので適正

に処理すること。

・あり（

・あり（

・あり（

・ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を含

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１

通

事

項

※ 現場における分別： 保存材は、分別する。

5-2

１．適用基準

２．工事実績情報
の登録

(工事カルテ)

３．発生材の処理等

組

法

軸

構

３．工事規模

４．工事範囲

Ⅱ．建 築 工 事 仕 様

１．共 通 仕 様

２．特 記 仕 様

(1) 項目は、番号に　印のついたものを適用する

図面、本特記仕様書及び木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

(3) 特記仕様書に記載の（　）内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

[　]内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築木造

図面及び本特記仕様書、木造標準仕様書及び標準仕様書に記載ない事項は次の基準による

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

(1.3.11)

５

組

法

軸

構

１　．適用範囲

(5.1.1)

２　．木　材

構造耐力上主要な部分（基礎及び基礎杭を除く。）に、建築基準法施行令第46条第4項

共

各

章

章

  (5.2.2(5))

  (5.2.2(6))

・構造用単板積層材

・構造用集成材

・丸太材

・化粧ばり構造用集成柱

(5.2.2（2))

適用する技能士の職種とその作業の種別は、次による。 (1.5.2)

工事標準仕様書（令和５年版）」（以下「木造標準仕様書」という。）による。

の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編)（令和５年版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

・公共建築改修工事標準仕様書（令和５年版）

・建築工事標準詳細図（令和４年版）

７．技能士

(1.3.5)６．施工条件

※ 施工管理技術者は、工事に相応した能力を有するものとし、資格等の能力を証明する

５．施工管理技術者等

・木造標準仕様書1.3.5（1）以外の施工条件（　　　　　　　　　　　）

・適用する

電気保安技術者 (1.3.3)

８．完成図等

(1.5.9)

施工範囲

施工図

測定化学物質

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受

ける。

・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

・自動閉鎖装置取付け箇所の切り込み及び補強

・他指示するところ

取合い

濃度測定

９．設備工事との

1０．化学物質の

・ ホルムアルデヒド　　・ トルエン　　・ キシレン

測定は「室内空気中化学物質の濃度測定マニュアル」（平成１５年４月１日付国

営建第１号・国営設第１号、令和元年５月改訂）により行い、厚生労働省の指針

値以下であることを確認し、報告すること。

・ エチルベンゼン　　　・ スチレン　　・ 

測定箇所

※ 監督員の指示による　　　・ 図示

本工事完成 年後の経年検査： ・ なし ・ あり12．経年検査

２

仮

設

工

事

(2.3.1)１．監督員事務所

２．工事用水

３．工事用電力

５．足場等 (2.2.4)

種別  ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種
3

１．埋戻し及び盛土

(２節 土工事)

(3.2.1)

Ｃ種の場合（建設発生土の受入量：　　　ｍ 、発生場所：　　　　　　　）

受入施設名：

受入場所　：

仮置場所　：

・構内指定場所に堆積

・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する。）

２．建設発生土の処理

・構内指定場所に敷均し

※構外搬出適切処理 (3.2.1)

(３節 地業工事)

３

土

・

地

業

・

基

礎

工

事

形　式 断面寸法、深さ等

・ 布基礎

・ べた基礎

・ 杭基礎

基礎の構造

※図示による。

※図示による。

※図示による。

・ 断熱材の種類及び厚さ

土間コンクリート床

1．基礎工事

・　地盤の土壌の防蟻処理

1　．共通事項 使用する木材は、原則として岩手県産材とし、竣工時に県産材認証管理表の写しを提出

するものとする。

3-2

土

・
地

業

・
基

工

礎

事

４

工

木

事

(5.2.2（2))

　(5.2.2(7))・木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合パネル、木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ、

・CLT（直交集成材） (5.2.2（8))

　　(5.2.3)・　合板の日本農林規格による構造用合板

・合板の日本農林規格による化粧ばり構造用合板 　　(5.2.3)

　　(5.2.3)

　　(5.2.3)

(3)枠組壁工法構造用製材・（4）枠組壁工法構造用たて継ぎ材は「7.枠組壁工法工事」

奥州市衣川古戸69番2

奥州警察署衣川駐在所庁舎新築

535.13　㎡

図示 杉 図示

・ 2級 ・ 1類

・ 特類・ 1級
9 C-D外壁

屋根

床

12

28
・ 2級 ・ 1類

・ 特類・ 1級

庁舎　木造平屋建　　　延床面積　　100.28㎡

車庫　鉄骨造平屋建　 延床面積　　　17.93㎡

※ 利用できない

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・ CDR　　　）

（
 

壁 

構 

造 

系 ）

・

（4） Ｇ 印は、 「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に

本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を示す。

（1.7.1～3)

（
 

壁 

構 

造 

系 ）

工

事

表1に掲げる軸組(壁、筋かいなど、一般に「耐力壁」と総称されるもの）を用いて、同

4項の壁量を満たす建築物に適用する。

（5.2.2)

各

・無等級材 Ｇ (5.2.2（1))

施工箇所 の適用
樹種 強度試験

・ 製材のJAS規格

材面の品質 保存処理含水率(%)

第6条

・ 昭和42年農林省告示

第1842号ひき角類1等

寸法（mm)
間伐材等

寸法（mm)樹　種

・　１級　　・　２級

含水率(%)

・下地用製材 Ｇ

施工箇所

(5.2.2（1))

の適用
間伐材等保存処理等　級

・　SD20

・　SD15

・広葉樹製材

・　目視等級区分構造用製材

・機械等級区分構造用製材

Ｇ

樹　種 寸法（mm)施工箇所

樹　種 寸法（mm)施工箇所

Ｇ

Ｇ

等　級 間伐材等
の適用構造材の種類 保存処理含水率(%)

・1級 ・2級

・3級

・SD15

・SD20

間伐材等
の適用曲げ性能(等級) 含水率(%) 保存処理

・SD20

樹　種 寸法（mm)施工箇所 間伐材等含水率(%)等　級

・特等 ・1等 ・2等

(5.2.2（1))

(5.2.2（1))

(5.2.2（1))

の適用保存処理

・SD15

Ｇ

Ｇ

品名 樹種 寸法（mm)
間伐材等

の適用（使用環境）
曲げ性能

（曲げヤング係数区分）
水平せん断区分

・ A ・ B

・ C
・ A種 ・ B種 ・ Ｋ3

施工箇所 保存処理

Ｇ

保存処理接着性能（使用環境）施工箇所 品名 樹種 寸法（mm) 強度等級 材面の品質 の適用
間伐材等

Ｇ

の適用
間伐材等

接着性能

厚さ（ｍｍ）
見付け材面
(面数）

見付け材面
の品質施工箇所 品名

化粧薄板の

芯材：

樹種 寸法（mm)

・1等　・2等

（参考）製材の日本農林規格第6条に定める等級の区分

等級 E50 E90E70 E110 E130 E150

曲げヤング率 5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満
9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

3.9以上
5.9未満（×10N/mm）

（注）無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第6条に定める品質曲げ性能における等級の区分に準拠する。

あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ

・ 縦振動ヤング係数測定

・ 製材のJAS規格第6条

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（・図示による　・　　　　　）

・強度試験の対象部材（・図示による　・　　　　　）

鉄筋工事

仮設工事

コンクリート工事

適用工事種別 職　種 技能検定の作業の種別

・ とび作業と　び

型枠施工

鉄筋施工

コンクリート圧送施工

・ 鉄筋組立て作業

・ 型枠工事作業

・ コンクリート圧送工事作業

鉄　工 ・ 構造物鉄工作業

ブロック建築 ・ コンクリートブロック工事作業コンクリートブロック

鉄骨工事

板工事

ALCパネル、押出成形セメント エーエルシーパネル
施工

・ エーエルシーパネル工事作業

左官工事

金属工事

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

・ 改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ ＦＲＰ防水工事作業

防水工事 防水施工

石　工　事 石材施工 ・ 石張り作業

タイル工事 タイル張り ・ タイル張り作業

木　工　事 ・ 大工工事作業

屋根・とい工事
建築板金

 建築大工

スレート施工

・ 内外装板金作業

・ スレート工事作業

左　官

内装仕上げ施工 ・ 鋼製下地工事作業

・ 左官作業

塗装工事

建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業

カーテンウォール施工カーテンウォール工事 ・ 金属製カーテンウォール工事作業

塗　装 ・ 建築塗装作業

排水工事

内装工事
内装仕上げ施工

表　装

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

・ 壁装作業

配　管 ・ 建築配管作業

舗装工事

植栽工事

路面標示施工
・ 溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・ 溶融ペイントマシンマーカー工事作業

造　園 ・ 造園工事作業

関する基本方針（令和４年2月8日変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

・建築物解体工事共通仕様書（令和５年版）

４．工事関係図書 既成工期の指定

・行う　　・行わない

報告書の書式等

※ 監督職員の指示による

（1.2.1)

（1.2.4)

（1.3.2)施工管理技術者

資料を提出する。

工事完成時の提出図書

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・　　　）

保全に関する資料の提出（　　）部

完成図の提出（　2　）部

※木造標準仕様書1.7.2及び1.7.3による　・　　

工事完成写真の撮影箇所及び提出サイズ、仕様

※監督員の指示による　・　　　

工

事

・図示による11.間伐材等の適用

・ 設けない

※ 設ける

（規模、仕上げの程度、設備、並びに備品等の種類・数量等は現場説明書による）

構内既存の施設

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設

※ 利用できない

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

使用させる。

※定置する足場及び作業構台は、関連工事等の関係請負者に無償で

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

(厚生労働省　平成21年4月24日)の「（別紙）手すり先行工法等に関する

ガイドライン」に基づき、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には

常時、すべての作業床について手すり、中桟及び幅木の機能を有するものを

設置しなければならない。

Ｄ種の場合　品質：細粒分（74μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする

3.山留め （3.2.1)鋼や板等の撤去後の処理 ※直ちに砂等で充填する

山留の存置 ・行う（存置範囲等　※図示）

・行わない

低騒音型、低振動型建設機械指定要項に基づき指定された建設機械を使用する。

防　止

4．騒音振動の

下記以外は構造関係特記仕様書による。

床下防湿層

※ 適用する

（・ ポリエチレンフィルム厚さ0.15ｍｍ以上　　・　　　　　　　　　　　　　）

・ 適用しない

施工範囲

・ 図示

(4節　基礎工事） 下記以外は構造関係特記仕様書による。

・先組工法等で同一箇所に設ける場合：

位置

・塩害を受ける恐れある等の箇所のかぶり厚

・機械式継手及び溶接継手のあき寸法

・機械式継手の鉄筋間隔：

・溶接継手の鉄筋間隔

2 . 隣合う継手の

3 . 鉄筋の定着 ※標準仕様書表5.3.4を適用する

4 . 鉄筋のかぶり厚

・

備　　考

※図示

の仕上り

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｃ種

 種　　別 適　用　箇　所

 種　　別 適　用　箇　所

コンクリートの仕上りの平たんさ

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上

・　a 種

・　b 種

・　c 種

標準仕様書（6.2.5)5 ．コンクリート

6 . 型枠

・合板（ ・　　　　　※12mm　）

せき板の材料及び厚さ 標準仕様書（6.2.5)

・

スリーブの材種・規格等 　　　・図示による

Ｇ

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの種別７．コンクリート

設計基準強度 気乾単位

Fc (N/m㎡ ) 容積質量(t/m3 )

・ 普通コンクリート

・ 24 ※ 2.3 程度

※ 2.3 程度

適用箇所スランプ (cm)

・18・15

・

基礎、基礎梁、土間スラブ

・ ・

標準仕様書（6.2.1）（表6.2.1)

標準仕様書(6.2.1～6.2.4)（表6.2.2)

コンクリート

８．寒　中 適用期間　　・図示による　　・　　

構造体強度補正値（Ｓ） ・標準仕様書6.11.2(3)(ア)による

・積算温度を基に定める（　　　　）

コンクリート

９．無　筋

・標準仕様書表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合 （　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所    ※ 標準仕様書6.14.1(4)による ・図示による

スランプ ※15㎝又は18㎝　　・　

設計基準強度 Fc （N/mm2 ） ※ 18　　・　　

※普通コンクリート　　・　　

コンクリートの種類

2　.防腐・防蟻処理

換気孔の大きさ　　※図示 ・

・（a）　・（b)　・（c）　・（d）　・（e）

・　小屋裏換気孔の適用（木造標準仕様書4.2.4(3)

・　基礎外周部の換気口

・　ねこ土台　材質等 （※防鼠スクリーン又は防虫網）

・　換気孔　　材質等（※防鼠スクリーン又は防虫網）

使用する薬剤 有効成分の系統（　　　　　　　　　　　　　）

剤形の種類 ・液剤　　・粒剤
使用量

粒剤：（　　　　　　　　　）

・帯状散布（帯状の幅：約20cm）

液剤:処理長さ 1L/m

・面状散布　　液剤： 3L/㎡ 粒剤：（　　　　　　）

適用は木造標準仕様書4.2.2 ・（ア）による　　・（イ）による

適用部位
処理の種類及び方法

防腐・防蟻処理が不要な樹種 薬剤の加圧注入 薬剤の塗布等

・ ・ ・　行う・ K2 ・ K3 ・ K4

インサイジング　・　適用する　　・　適用しない

・　薬剤の塗布等による処理 薬剤の種類 ・　水溶性 適用部材　・　図示 ・

処理の方法 ※木造標準仕様書4.2.1(ウ)(ｂ）①～⑤による ・図示

適用部位 処理の方法

・　薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部位　・図示・　合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入（K3）による防腐・防蟻処理

・　地盤に接する鉄筋コンクリートによる床下の防蟻処理

ホルムアルデヒド放散量 ※ 木造標準仕様書4.14による （4.1.4)

複数の構・工法の適用 (4.1.1(3))・ 適用する(図示） ・ 適用しない

木材の断面寸法の表示 ひき立て寸法は、引出線で部材寸歩を示す

仕上り寸法は、寸法線・寸法補助線により表示する

（4.1.3)

（4.2.1～4)

造

・使用する3.防耐火処理等 ・　国土交通大臣認定材料の使用

材料 ・

厚さ（㎜） ・

留付け材の種類、留付け詳細、接着剤等

目地等の処理

・図示

・図示

・接合金物等の防火被覆処理

・防火被覆処理部への二次部材等の取付け部の処理

・図示による　・　

・図示による　・　

・防火被覆材

（4.3.1)

（4.3.2)

・燃えしろ層の工法

・燃えしろ層の厚さ（　　　）㎜

・接合金物・接合具等の防火被覆処理 ・図示による　・　

（4.3.3)

・燃えしろ層への二次部材等の取付け部の処理 ・図示による　・　

（4.3.4)不燃処理木材等の使用

・使用する（・不燃材料　・準不燃材料　・難燃材料　）

（5.2.2.(3)(4))

・施工箇所、樹種、寸法、含水率、末口径等（・図示による　・　　　　　　）

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（・図示による　・　　　　　）

施工箇所 間伐材等
の適用寸法（mm)形　状

Ｇ

含水率 (%)

Ｇ

施工箇所 品名 樹種 の適用

間伐材等接着性能

（使用環境）
種別

曲げ性能

（強度等級）寸法（mm)

Ｇ
間伐材等

の適用
厚さ(mm) 接着の程度等級 単板の樹種名

曲げ性能
（強度等級）

板面の品質

間伐材等
の適用

Ｇ

厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度

・1類 ・特類

施工箇所

間伐材等
の適用厚さ(mm)

表裏面の状態

による区分
曲げ強さ

による区分 による区分

耐水性

施工箇所

・構造用パネルの日本農林規格による構造用パネル

間伐材等
の適用厚さ（mm)

Ｇ

3　.構造用面材

・構造用パーティクルボード Ｇ

その他構造用面材（構造用MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ、硬質木片ｾﾒﾝﾄ板、ﾊﾟﾙﾌﾟｾﾒﾝﾄ板
品名、厚さ、種類、各種性能、間伐材の適用等は図示による。

防虫処理品名

（※施工箇所は図示）

（※施工箇所は図示）

品名

品　　名 寸法

・　特殊な釘､木ねじの材質、寸法、形状等

・　接合金物4　.接合金物等

・　製作接合金物 材質・形状寸法

表面処理

※図示

※図示

・

・

※図示 ・

・　接着剤 床鳴り防止用接着剤 ※図示・適用する（種類：　　　　　　　　　　　　　　）

・　ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

・

・　木栓・木だぼの樹種・形状・長さ等

・　ラグスクリューの形状､寸法等

・　C、Z、D、Sマーク規格品 (種類、規格等は図示による）

・　C、Z、D、Sマーク規格品

※図示 ・

※図示 ・

・ 表5.2.2～4によリ寸法等は図示による。

・　表5.2.2により寸法等は図示による

7　.接合金物の工法 ※図示 ・

熱橋を形成する位置の接合金物の結露防止

構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数、間隔

（5.5.8)

（5.5.7)

・　埋め木

(5.5.11)

(5.5.12)
(5.5.13)

・　ラグスクリュー

・　木だぼ

・　ドリフトピンの材質、形状､寸法等

・　簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材　

・

各接合金物の工法
種類・間隔等　　　　※図示・　釘及び木ねじ

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち
・隠し釘打ち　　　　　・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

（5.5.9)

・　ドリフトピン

・　木材保護塗料塗りの種別

施工箇所　　※図示

・A種　　・B種

5　.木材の加工

・　B種　　・　A種

6　.搬入及び建方

・　A種　　・　B種

・ （5.5.4)

（5.5.3)

無収縮モルタルの適用 ・　有り　　・　無し

基礎天端、柱底均しモルタル

・　アンカーボルトの保持・埋込み工法

・　アンカーボルトの埋込み深さ　　・　　ｍｍ　・　図示

厚さ　　・　図示　・

接着剤を併用した接合 ・適用する（種類：※図示　・　　　　　　　　　）

・見え掛り面の表面仕上げ

機械加工 手加工(製材）

（構造用集成材）

（丸太材）

・　A種　　・　B種　　・　C種 (製材）

（5.4.4)

(丸太材）・A種　　※B種

・仕口及び継手の工法 (5.4.2)※図示 ・木造工事標準仕様書5.4.2による

・H-A種　・H-B種　・H-C種

・H-A種　・H-B種

接着剤の種類（　　　　　　　）

（種類、規格、使用箇所等は図示による）

※Ｚ・Ｃ・χ・Ｄ・Ｓマーク表示金物とし、種別、規格、使用箇所等は図示による。

（(5.2.4)(2)(イ)③の場合） (5.2.4(2)(イ)③

　　(5.2.4(2)) 表5.2.2～4

（5.2.4(2))

（5.2.4(2))

(5.2.4(2))

(5.2.4(2))

(5.5.10)・　各種ボルト

径　　　※図示

仕上用構造材の見え掛りのボルトの取付け ※埋木　・　

種類・径・本数等及び見え掛り部取付方法　※図示

径、見え掛り部取付方法　　※図示

形状・寸法及び見え掛り部取付方法　　　　※図示

（5.2.4(1)）

（5.6.1～5.6.11）8　.軸　組

窓台、筋違、貫、木ずり）の樹種、材質、断面寸法、仕口形状、接合金物等

※図示による

樹種、材質、断面寸法、仕口形状、接合金物等

※図示による

（5.7.9）

軸組（土台、火打土台、柱、間柱、胴差、軒桁、間仕切桁、まぐさ、

屋根野地板

9　.小屋組
（5.7.1～5.7.9）

小屋組（小屋梁、小屋束、合掌、トラス材、棟木、母屋、垂木、火打梁等）の

材料、厚さ、工法等 ※図示による

10　.床　組

断面寸法、仕口形状、接合金物等

（5.8.1～5.8.7）

※図示による

床組（大引、床束、根太、床梁、火打梁、構造用面材等）の樹種、材質、

(1)製材

(2)集成材

による。

その他木造標準仕様書5.2.3（コ）～（ツ））の

基礎巾木

コンクリート直均し

タイル張り、床シート張りモルタル張り下地部分

・　行う

土台

・ 外周部GL+1,000マデ

柱・間柱・束 杉・米松 図示 ・　2級

梁・大引・母屋 米松 図示

米松集成梁・桁 米松 300,330

240,270（4m以上）

E135-F375

E135-F375

・1級



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

1.適用範囲 構造耐力上主要な部分(基礎及び基礎杭は除く）に丸太組構法を用いた、

2階建ては可）、耐力壁相互の距離は6m以下で、かつ、耐力壁線荷より囲ま

（8.1.1）

2.材　料

延べ面積300㎡以下、高さが8.5m以下、地階を除く階数が1以下(小屋裏利用

れた部分の水平投影面積が30㎡以下の小規模建築物。

８

丸

組

構

法

工

事

太 ・適用範囲以外 ※構造計算により安全を確かめる。

（8.2.2）

品　質 間伐材等 の適用樹　種 含水率(%)施工箇所 寸法（mm)

Ｇ・機械加工の丸太組壁用木材

・図示　　　※木造標準仕様書8.2.2.(1)による

（8.2.2）

品　質 間伐材等 の適用樹　種施工箇所 寸法（mm)

Ｇ・手加工の丸太組壁用木材

径(ｍｍ)

・図示　　　※木造標準仕様書8.2.2.(2)による

丸太組壁以外に用いる木材（製材、集成材、枠組壁工法構造用製材、枠組壁工法構造用たて継ぎ材、 （8.2.3～4）

木質接着成形軸材料等）及び構造用面材の品名、寸法、性能、品質等は図示による。

3.接合金物等 ・接合金物

・製作接合金物 材質・形状寸法

表面処理

※図示

※図示

・

・

（8.2.5(1)）

受材及び貫　樹種・　　　　寸法・　　　　　釘の種類・　　　　間隔・＠　　　mm

※図示による

(5.9.5（1)(イ)）

（5.9.6～5.9.9）真壁造土塗壁耐力壁、面格子壁耐力壁、落とし込み板壁耐力壁、大臣認定

耐力壁の樹種、断面寸法、留付け方法、工法等

受材　　樹種・寸法・釘の種類等 ※図示

真壁造の面材耐力壁

寸法・厚さ 留付け釘の種類・間隔構造用面材の種類

・　構造用合板

(5.9.4（1)(イ)）

床勝ち大壁造の面材耐力壁

寸法・厚さ 留付け釘の種類・間隔構造用面材の種類

・　構造用合板

胴縁及び受材 樹種・寸法・釘の種類等　　※図示

非耐力壁 （5.9.1）

軸組耐力壁 （5.9.2）
・　仕口の形状､留付け釘の種類､留付け方法、接合金物等　　※図示

・　軸組耐力壁の樹種、断面寸法、留付け方法、接合金物等　　※図示

・　軸組の柱脚・柱頭の仕口形状、接合方法　　※図示

大壁造の面材耐力壁

寸法・厚さ 留付け釘の種類・間隔構造用面材の種類

・　構造用合板

11　.壁

（5.9.3）

(5.9.3（1)(イ)）

（5.9.4）

(5.9.5)

1　.適用範囲 構造耐力上主要な部分(基礎及び基礎梁を除く)に、建築基準法施行令第46条第2項を適用した

軸組の建築物に適用する。

（6.1.1）

2　.木　材

・構造用集成材

・化粧ばり構造用集成柱

・構造用単板積層材

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・目視等級区分構造用製材 Ｇ

曲げ性能 接着性能

（使用環境）施工箇所 品名 寸法（mm) 材面の品質樹種 保存処理 の適用

間伐材等

(6.2.2（1))

  (6.2.2(1))

寸法（mm)
の適用

間伐材等見付け材面

の品質
見付け材面

（面数）

化粧薄板の

厚さ（mm）

・1等　・2等

施工箇所 品名 樹種

芯材：

(6.2.2（2))

施工箇所 品名 寸法（mm)樹種 保存処理 の適用

間伐材等接着性能

（使用環境）

（強度等級）

曲げ性能

（曲げヤング係数区分）

水平せん断

区分

・ A　・ B ・ C ・A種　・B種 ・ K3

施工箇所 樹種 寸法（mm) 構造材の種類 含水率(%) 保存処理 の適用

・ SD15 ・構造材Ⅰ(甲Ⅰ)
・構造材Ⅱ(甲Ⅱ)
・乙種

・ 1級

・ 3級

・ 2級

・ SD20

間伐材等

(6.2.2（3))

・機械等級区分構造用製材

樹　種 寸法（mm)施工箇所 保存処理含水率(%)等級曲げ性能（等級）

(6.2.2（3))

・SD15 ・SD20

間伐材等
の適用

Ｇ

(1)集成材

(2)構造用単板積層材

（3)製材

等級

・広葉樹製材 Ｇ

樹　種 寸法（mm)施工箇所 間伐材等含水率(%)等　級 保存処理

(5.2.2（3))

・特等 ・1等 ・2等

の適用

・無等級材 Ｇ (6.2.2（3))

施工箇所 の適用
樹種 強度試験

・ 製材のJAS規格

材面の品質 保存処理含水率(%)

第6条

・ 昭和42年農林省告示

第1842号ひき角類1等

寸法（mm)
間伐材等

・ 縦振動ヤング係数測定

・ 製材のJAS規格第6条

（参考）製材の日本農林規格第6条に定める等級の区分

等級 E50 E90E70 E110 E130 E150

曲げヤング率 5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満
9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

3.9以上
5.9未満（×10N/mm）

（注）無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第6条に定める品質曲げ性能における等級の区分に準拠する。

あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ

・強度試験の対象部材（・図示による　・　　　　　）

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（・図示による　・　　　　　）

・図示
・基準強度　（　　）N/mm2 ・含水率(   )％

・国土交通大臣の指定を受けた製材

６

軸
　
組
　
工
　
法

(

軸 

構 

造 

系）

工
　
事

(6.2.2（3)(ｆ))

(6.2.2（3)（e))

・下地用製材

・樹種、等級、寸法、含水率、保存処理等 ・図示

（4)枠組壁工法構造用製材・(5)枠組壁工法構造用たて継ぎ材は「7.枠組壁工法工事」

による。 (6.2.2（4)（5）)

形　状施工箇所 寸　法（mm)

　(6.2.2(6))

含水率 (%) の適用
間伐材等

Ｇ・ 木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合パネル、木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ、

・ CLT（直交集成材） Ｇ (6.2.2（7))

・ パーティクルボード

厚さ(mm)難燃性

による区分

接着剤

による区分

曲げ強さ

による区分

表裏面の状態

による区分施工箇所

Ｇ

施工箇所 間伐材等
の適用

・ 合板の日本農林規格による化粧ばり構造用合板 Ｇ

厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度

・1類 ・特類

・ 合板の日本農林規格による構造用合板 Ｇ

間伐材等

の適用施工箇所 保存処理厚さ(mm) 接着の程度等級 単板の樹種名
曲げ性能

（強度等級）
板面の品質

　　(6.2.3)3　.構造用面材

・ 構造用パネルの日本農林規格による構造用パネル

施工箇所 厚さ（mm)等　　級

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

Ｇ

　　(6.2.3)

　　(6.2.3)

　　(6.2.3)

・ 接合金物

・ 製作接合金物 材質・形状寸法

表面処理

※図示

※図示

・

・

4　.接合金物等

※Ｚ・Ｃ・χ・Ｄ・Ｓマーク表示金物とし、種別、規格、使用箇所等は図示による。

・溶融亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス製

・ 特殊な釘､木ねじの材質、寸法、形状等

・ ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金（Z,C,D,Sマーク表示金物）

材質　※SS400 ・アンカーボルト

※図示 ・

・ 木栓・木だぼの樹種・形状・長さ等

※図示 ・

床鳴り防止用接着剤 ※図示

・適用する（種類：※図示　・　　　　　　　　　）

・適用する（種類：　　　　　　　　　　　　　　）・ 接着剤

接着剤を併用した接合

・

接着剤の種類（　　　　　　　）

（6.2.4）

（6.2.4）(2)

※ 表6.2.2～4によリ種別等は図示による

※図示

・ ラグスクリュー､ドリフトピンの材質、形状､寸法等

屋外環境で使用する場合の材質

・ 床書き原寸図　　　　・ 作成する　・ 作成しない5　.木材の加工

機械加工 手加工(製材） ・ A種　　・ B種　　・ C種 (製材）

・ 表面仕上げ （6.4.6）

（6.4.2）

（集成材）

・ 木材保護塗料塗りの種別

施工箇所　　※図示

・ アンカーボルトの寸法・埋込み深さ　※図示

・ アンカーボルトの保持・埋込み工法 ・A種　　・B種

6　.搬入及び建方

無収縮モルタルの適用

基礎天端、柱底均しモルタル

・ 有り　　・ 無し

（6.5.4）

（6.5.3）

・H-A種　・H-B種　・H-C種

・A種　　※B種

・A種　　・B種

工法　　※B種　　・A種
厚さ　　・　mm程度　

7　.接合金物の工法 ・ 構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数、間隔 ※図示 （6.5.8）

・埋め木

・・ 各種ボルト

熱橋を形成する位置の接合金物の結露防止 （6.5.9）

(6.5.11)

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材　

・種類・間隔等　　　　※図示・ 釘及び木ねじ
構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・隠し釘打ち　　　　　・釘頭埋め木

各接合金物の工法

・釘頭現し・つぶし頭釘打ち

（6.5.10）

※木ねじ頭埋め木

・ ラグスクリュー (6.5.12)

(6.5.13)

(6.5.14)
・輪型ジベル接合

・ 木だぼ 径　　　※図示 ・

（6.5.15)

種類・材質・形状・寸法等　　※図示・圧入型ジベル接合 （6.5.16)

土台8　.軸組

（6.6.2)

・

・ (6.6.3)

径、見え掛り部取付方法　　　※図示 ・

・・ ドリフトピン 径、見え掛り取付方法　　　　※図示

樹種及び断面寸法等　　※図示

火打土台 ・木材　樹種及び断面寸法　　※図示

火打土台の種別　　・木製火打土台 ・鋼製火打土台

柱・通し柱

種類・材質・形状・寸法等　　※図示

柱の樹種及び断面寸法等　　 ※ 図示

※埋木　・　仕上用構造材の見え掛りのボルトの取付け

種類・径・本数等　　※図示

9　.小屋組

火打梁 ・木製火打梁

小屋梁・小屋束・母屋・垂木等小屋組部材の樹種・断面寸法・接合金物等

（樹種・断面寸法等は図示による）

・鋼製火打梁 （断面寸法等は図示による）　　

※図示による

材料、厚さ、工法等 ※図示による屋根野地板

（6.6.1)

（6.7.1～9)

断面寸法、仕口形状、接合金物等

※図示による

床組（大引、床束、根太、床梁、火打梁、構造用面材等）の樹種、材質、10　.床　組
（6.8.1～6.8.7)

間伐材等

の適用
施工箇所樹種又は樹種群 寸法形式（mm)

未乾燥材又は
乾燥材の別 保存処理等　　級

７

枠

組

壁

工

法

工

事

(7.1.1)

に適用する。

構造耐力上主要な部分（基礎及び基礎杭を除く。）に枠組壁構法を用いた建築物

2　. 木材等

1　．適用範囲

(7.2.2（ア))

・甲種枠組材 Ｇ

・特級　・1級　・2級　・3級

・コンストラクション ・スタンダード

・ユティリティ

等　　級 保存処理乾燥材の別
未乾燥材又は

寸法形式（mm)樹種又は樹種群
の適用

間伐材等

Ｇ

施工箇所

・乙種枠組材

・ＭＳＲ枠組材 Ｇ

樹種又は樹種群
の適用

間伐材等
施工箇所

曲げ強度性能

（ＭＳＲ等級） 寸法形式（mm) 乾燥材の別
未乾燥材又は

  (7.2.2(イ))

の適用施工箇所 寸法形式（mm)樹種又は樹種群

・たて枠用たて継ぎ材

の適用
間伐材等

・甲種たて継ぎ材

施工箇所 樹種又は樹種群 寸法形式（mm) 等　　級

・特級　・1級　・2級　・3級

の適用
間伐材等

施工箇所 樹種又は樹種群 寸法形式（mm) 等　　級

・乙種たて継ぎ材

間伐材等

・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

(ア)枠組壁工法構造用製材

(イ)枠組壁工法構造用たて継ぎ材

樹種又は樹種群
の適用

間伐材等
施工箇所

曲げ強度性能

（ＭＳＲ等級） 寸法形式（mm) 乾燥材の別
未乾燥材又は

・ＭＳＲたて継ぎ材 Ｇ

樹　種施工箇所 の適用
間伐材等含水率(%)

・SD15 ・SD20・１級　・２級

寸法（mm) 等　級

・下地用製材（筋かいに適用） Ｇ

（ウ）下地用製材

(7.2.2（エ))

・構造用集成材
間伐材等保存処理施工箇所 品名 樹種 寸法（mm)

Ｇ

接着性能（使用環境）
曲げ性能

材面の品質
の適用

(7.2.2（ウ))

(エ)集成材

・化粧ばり構造用集成柱

の適用
間伐材等

厚さ（ｍｍ）
見付け材面
(面数）

見付け材面
の品質施工箇所 品名

化粧薄板の

芯材：

樹種 寸法（mm)

・1等　・2等

Ｇ

品名 樹種 寸法（mm)
間伐材等

の適用（使用環境）
曲げ性能

（曲げヤング係数区分）
水平せん断区分

・ A ・ B

・ C
・ A種 ・ B種 ・ Ｋ3

施工箇所 保存処理
接着性能

(7.2.2（オ))

施工箇所 材料 形状・板厚 表面処理 強度

(7.2.2（カ))

間伐材等含水率 (%)形　状施工箇所 寸　法（mm) の適用

Ｇ (7.2.2（キ))

（オ）構造用単板積層材

(カ)構造用鋼材

（キ)木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合パネル、木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ

の適用

間伐材等
樹種品名施工箇所

(コ）直交集成板（ＣＬＴパネル） Ｇ (7.2.2（コ))

構成の種別
曲げ性能

（強度等級）

接着性能

（使用環境）
寸法（mm)

部　位

・部材の断面寸法他

垂木

材　料 その他

間隔（mm）

記号・寸法

木質断熱複合パネル　・使用する

木質接着複合パネル　・使用する

・小屋組に複合パネルの使用

・トラス方式

・屋根梁方式・束立て方式 ※図示 ・

※図示 ・

・図示

※国土交通省告示第1541号（壁・床版の構造方法）による。
（7.9.1)・小屋組材の釘・金物・取付け・緊結方法等

10.小屋組及び屋根 (7.9.1(1)(2)）

（7.9.1(3))

（7.9.1(4))

鋼製天井根太

天井根太

基礎天端、柱底均しモルタル

・釘及び木ねじの工法 （7.5.6）
釘の種類・間隔。打ち方 ※国土交通省告示第1540号（枠組壁工法技術基準）による。

5.搬入及び建て方

(7.5.4)

(7.5.3)

　　(7.2.3)3.床材、壁材及び

屋根下地材

4. 接合金物等 　　(7.2.4)

　　 表7.2.3～5

※図示 ・

6.釘、木ねじ等の

工法

・図示による

・土台の断面寸法 （7.6.1）

・床根太

転び止め

・床枠材の取り付け方法・緊結方法・補強方法

※国土交通省告示第1540号（枠組壁工法技術基準）による。

・図示

・

7.土　台

8.床枠組 (7.7.1(ア))

（7.7.1(ア)）

・

・各種ボルト

・ラグスクリュー

・ドリフトピン

（7.5.8）

（7.5.10）

（7.5.9）（7.2.4）

（7.2.4）

種類・径・本数等及び見え掛り部取付方法等　※図示

形状・寸法及び見え掛り部取付方法等　※図示

径、見え掛り部取付方法等　　※図示

寸法形式　・

構法・寸法・間隔等 ・図示

・図示

（　　　×　　　）mm ・図示

・アンカーボルトの保持・埋込み工法 ・A種　　・B種

無収縮モルタルの適用

厚さ　　・　mm程度　

・有り　・無し

・アンカーボルトの埋込み深さ　（　　　　ｍｍ）　・図示

・特殊な釘､木ねじの材質、種類、記号等 （(7.2.4)(1)及び(3)(イ)(a)）

※図示 ・

・接合金物　 ※Ｚ・Ｃ・χ・Ｄ・Ｓマーク表示金物とし、種別、規格、使用箇所等は図示による。

・製作接合金物 材質・形状寸法

表面処理

※図示

※図示

・

・

・ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

・　C、Z、D、Sマーク規格品 （種類、規格、使用箇所等は図示による）

・ 表7.2.3～5によリ種類、材質、強度、寸法等は図示による

・接着剤(床根太用接着剤） 床鳴り防止用接着剤 ・適用する（種類：　　　　　　　　　　　）

接着剤の種類（　　　　　　　）

接着剤を併用した接合 ・適用する（種類：※図示　・　　　　　　）

床材、壁材及び屋根下地材は木造標準仕様書7.2.3により、厚さ、寸法、種類、等級、

品質、間伐材の適用等、図示による。

・仕口及び継手形状・緊結方法 ・※図示

(7.7.2）

※図示による

・ 鋼製床束　　・ 樹脂製床束束材

仕様（　　　　　　　　　）設置方法（・図示　　　　　　）・図示

・頭つなぎを設けない場合 ※建物全体の許容応力度計算を行う。

・開口上部まぐさ 材料　・図示　　 ・

断面寸法　・図示　・（　　×　　）mm

・壁枠組の補強方法・緊結方法・たて枠欠き込み

※国土交通省告示第1540号（枠組壁工法技術基準）による。

・図示

木質断熱複合パネル　・使用する

木質接着複合パネル　・使用する

・壁版に複合パネルの使用

・間仕切り壁（耐力壁以外）に薄板軽量形鋼の使用

・使用する　　　寸法等　・図示

・下記による　・図示・耐力壁のたて枠、下枠、上枠

・図示 ・

たて枠　寸法・図示  ・（　　×　　）mm　　間隔・＠　　

9.壁枠組

下枠　寸法　・図示　・（　　×　　）mm

上枠　寸法　・図示　・（　　×　　）mm

（7.8.1(1))

・壁材の取付け方法 （7.8.1(2))

・上階と下階の耐力壁線がずれる場合の補強方法 ・図示による

大引・床束・根がらみ貫等の樹種、寸法、間隔、緊結方法等

・大引、床束

・床版に複合パネルの使用 木質断熱複合パネル　・使用する

木質接着複合パネル　・使用する

・床材の取り付け方法

・図示

（7.7.1(イ))

※国土交通省告示第1540号（枠組壁工法技術基準）による。

・

・木造標準仕様書表8.2.6のボルトによる（寸法,形状等 ・図示　・　　　　　）

・ラグスクリューだぼ ・Ｚマーク表示金物（規格等・　　　　　　） （8.2.5(2)）

・ジャッキボルト寸法、形状、座金 ※図示 ・ （8.2.5(3)）

・垂木用スライド金物の寸法、形状、接合方法 ※図示 ・

・特殊な釘の材質、寸法、形状等 ※図示 ・（(8.2.5)(1)(a)～(b)以外） (8.2.5(5))

（8.2.5(4)）

・ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

・ 表8.2.6～8によリ種類、材質、強度、寸法等は図示による

　　(8.2.5(6)) 

・ M,Zマーク規格品

・通しボルト呼び径、座金等

・Ｍマーク規格品（規格等は図示による）

(8.2.5(7))

・溶融亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス製屋外環境で使用する場合の材質

※Ｍ・Ｚ・Ｃ・Ｄ・Ｓマーク表示金物とし、種別、規格、使用箇所等は図示による。

（種類、規格、使用箇所等は図示による）

・Ｍマーク表示金物以外（8.2.5（5）(イ)（c)②により図示による）

・ラグスクリュー､ドリフトピンの材質、形状､寸法等

・

(8.2.5(5)(d)～(e)

※図示

・適用する（種類：　　　　　　　　　　　）

接着剤の種類（　　　　　　　）

接着剤を併用した接合 ・適用する（種類：※図示　・　　　　　　）

・※図示床鳴り防止用接着剤・接着剤 (8.2.5(5)(f)

(8.4.2)4.丸太組壁の加工 機械加工 断面形状(表8.4.1より）　・(イ)　 ・(ロ)　 ・（ハ)　 ・（ニ)

見付け高さ、重なり幅、部材幅 ※図示 ・

5.建　方

手加工による断面加工 ・図示による

(8.4.3)交差部の形状、加工 ・交差部の形状　　※製造所の仕様

・壁面より200mm未満の場合の補強方法　※図示

・交差部のかみ合わせの程度 ・機械加工（・固く　・普通　）　

・手加工　（・固く　・普通　）　

だぼの工法 ・木だぼの本数・間隔 ※図示　　 ・

・鋼製だぼの本数・間隔 ※図示　　 ・

（8.5.6)

・・ラグスクリューだぼの形状・寸法・本数・間隔・座金 ※図示　　

・通しボルトの種類・径・本数・間隔・座金 ・

・耐力壁の上端部・中間部での締め付け・増締めの工法

（8.5.7)通しボルトの工法

※図示　　

※図示　　

・

(                     )

ジャッキボルトの工法

・共通仕様書以外の増締め時期 (                    )

（8.5.8)

垂木用スライド金物の工法

・取付け木ねじ及び釘の径・長さ・本数 ※図示　　 ・ （8.5.9)

釘及び木ねじの工法
※図示　　 ・ （8.5.11)

・隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

・仕上げ材とする場合の釘打ち

各種ボルトの工法 ・ボルトの種類・径・本数・間隔・座金 ※図示　　 ・ （8.5.12)

・各部位の釘の種類、間隔

丸太組壁以外に用いる木材 ・仕口・継手の工法　※図示 (8.4.6)

手加工(製材）

（構造用集成材）

（丸太材）

・A種　　・B種　　・C種

・A種　　・B種

(製材）

(丸太材）・A種　　※B種

機械加工

表面仕上げ
・H-A種　・H-B種　・H-C種

・H-A種　・H-B種

丸太組壁の端部及び開口部周囲に補強材を入れる場合の樹種・断面寸法・取り付け工法等 （8.4.8）

※図示 ・

丸太組壁用木材の継手の方法　　　・図示 （8.4.7）

仮組立 ・適用する ・適用しない
（8.4.9）

・アンカーボルトの寸法・埋込み深さ　※図示

・アンカーボルトの保持・埋込み工法 ・A種　　・B種

・ （8.5.3）

基礎天端、柱底均しモルタル （8.5.4）厚さ　　・　mm程度　

無収縮モルタルの適用 ・有り　　・無し

・　

・

・共通仕様書8.5.7(9)(ウ)(a)～(c)以外の時期に増締めを行う場合の時期

（8.7.7）桁行筋かい・振れ止め ・樹種,断面寸法

・釘,留付け方法

※図示 ・

※図示 ・

・樹種,断面寸法 （8.7.8）

・軒先部の留付け方法,接合金物

・釘,留付け方法

※図示 ・

※図示 ・

※図示 ・

垂　木

屋根野地板 （8.7.10）

※ 9

種　　類

※ 9

※ 12

・ひき板

・構造用合板 ・

・

・

厚さ(ｍｍ) 備　　考

・構造用パネル

・パーティクルボード ・

釘種類、間隔　　※図示

継手、取付方法　　※図示

接着の程度､釘種類、間隔　　※図示

性能区分、耐水性、厚さ、釘種類、間隔 ※図示

9.床　組 床組（大引、床束、根太、根太掛、床梁、火打梁、構造用面材等）の樹種、材質、 （8.8.1～8.8.7）

断面寸法、仕口形状、接合金物等は図示による。

7.丸太組壁 出隅交差部ので寸法が200mm未満の補強方法 （8.6.3）

耐力壁内のだぼ及び通しボルトの本数・位置 ※図示 ・

※図示 ・

・垂木方式　　・束立方式　　・トラス方式 （8.7.1）小屋組み方式8.小屋組

小屋組と耐力壁等との接合金物寸法 （8.7.1）

部　　材

桁材と壁材等・・

垂木と桁材等・・ あおり止め金物釘打ち

ボルト締め

接合方法 接合金物の寸法等

・

・

小屋梁・小屋束・登り梁、斜材・棟木・母屋・火打梁

樹種、断面寸法、仕口、継手、接合方法等 ※図示　・ ・　

(8.7.2）～（8.7.6）(8.7.9)

鋼製火打梁 ・採用する（寸法等は図示による）

6.土　台 （8.6.1)

・

※図示　　土　台

※図示　　 ・

火打土台 （8.6.2)
・・土台の樹種、断面寸法、仕口及び継手の形状

・木製火打土台の樹種、断面寸法

・鋼製火打土台の材種、断面寸法

※図示　　

・火打土台省略時の床組　　・構造用合板　・構造用パネル

厚さ、寸法等 ※図示　　 ・

木材の樹種・寸法 （8.9.1）

ジャッキボルトの形状・材質 ※図示 ・

・※図示
（8.9.2）

間仕切壁の木材の種別・樹種 ※図示 ・ （8.9.3）

屋外建具回り ・断熱材 ※図示 ・ （8.9.9）

※標準仕様書10.4.2、表10.4.1による。・防水テープ

階段の取付け

木造標準仕様書8.9.7（1）

・(イ)による

・(ウ)による

・(ア)による （8.9.7）

屋外建具回り

・防水テープの種類、形状、工法　　※図示　 　　 ・ （8.9.9）

10.丸太組壁と

取合う造作工事

の適用

間伐材等
樹種品名施工箇所 構成の種別

曲げ性能

（強度等級）

接着性能

（使用環境）
寸法（mm)

軸

5-3

組

構

法

（
 

壁 

構 

造 

系 ）

工

事

木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ２

(強度等級）

Ａ-02

厚さ：9㎜ 構造特記による

構造特記による

米松集成梁・桁 米松 300,330

240,270（4m以上）

E135-F375

E135-F375

・1級

・ 2級 ・ 1類

・ 特類・ 1級
9 C-D外壁

屋根

床

12

28
・ 2級 ・ 1類

・ 特類・ 1級



木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ３

1　.一般事項

工

事

木

樹　種 寸　法

※図示 ・ ※図示

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

内部壁

・ ・間隔＠

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・　45×45

※図示 ・ ※図示 ・　105×105

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

樹　種 寸　法

※図示 ・ ※図示

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

和室造作材

名　称

名　称

樹　種 寸　法名　称

※図示 ・ ※図示

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

※図示 ・ ※図示 ・

・

床の間回り

※図示 ・ ※図示 ・

11　.内部壁

12　.和室の造作

3　.シーリング

（10.9.1～10.9.5）

（10.10.1～10.10.5）

（10.10.7）

（11.3.2）

塗布防水
5.ケイ酸質系

施工箇所施工箇所種別 種別

・C-UI ・C-UP

防水層の種別

手すり笠木
4　.バルコニーの バルコニー手摺の工法 ※木造標準仕様書11.4.3(ヶ)①～⑤迄による。 （11.4.3）

・図示

施工箇所

下表以外は、木造標準仕様書表11.3.1による。

シーリング材の種類(記号）

（11.5.2）

樹　種 寸　法

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

外壁造作

※図示※図示

名　称

（a）釘

造作材化粧面の釘打ち ・※隠し釘打ち

釘打ち本数、斜め打ち場所 ※図示

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

・釘頭埋め木

JIS規定以外の釘の材質、寸法、形状種 ※図示 ・

JIS規定以外の木ねじの材質、寸法、形状 ※図示 ・

（b）木ねじ

（10.2.4）

屋外に使用する仕上木材　

防蟻,防虫処理

（10.3.1）

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） 種別・A種　・B種 施工箇所　・　図示

（10.3.2）
防虫処理

5　.接合具等

6　.耐候性,防腐,

・　適用する　・　適用しない通気胴縁

通気金物の材質、形状、寸法 ・図示による ・

外壁通気構法下地

支持荷重が大きくなる場合の通気胴縁接合具、留付け間隔 ・図示による ・

積雪地の場合の下地補強

工法種別

・　縦通気胴縁工法

・　横通気胴縁工法

※木造標準仕様書10.8.2(ウ)(ｈ）による ・

・

補強方法

通気胴縁以降の外壁仕上の適合下地　※図示

外壁板張り

樹　種 寸　法

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

※図示 ※図示

名　称

（10.8.3）

（10.8.4）

・　杉

・　杉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工

事

木

事

木

間伐材等

の適用

強度等級

の適用
防虫処理
の適用

厚さ(mm)施工箇所 等　級 表板の樹種名 接着の程度 板面の品質

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 板面の品質
の適用

防虫処理 間伐材等

の適用

（10.2.3）
・普通合板 Ｇ

適用範囲 この章は、内装及び外装の木下地、木造作及び木仕上の工事に
適用する。

樹　種 寸法（mm) 施工箇所

樹　種 寸法（mm)施工箇所

機械加工 手加工(製材） ・A種　　・B種　　・C種 (製材）

・　表面仕上げ

（集成材）

・H-A種　・H-B種　・H-C種

 見え掛り

 見え掛り面以外

等級(材面の品質）

・ 上小節

・ 小節以上

※図示

形状 含水率(%)
間伐材等
の適用

間伐材等
の適用

等級(材面の品質） 含水率(%)

・ ・10以下　　・13以下・1等 　・

・

広葉樹製材 Ｇ・

（a)製材

樹　種 寸法（mm)施工箇所

・　2級 図示

（1）「製材の日本農林規格」による製材

間伐材等
の適用含水率(%)等級(材面の品質） 形状

・　1級

・

・A種　　・B種　　・C種

（2）「製材の日本農林規格」以外の製材

の適用保存処理

・A種 ・B種

乾燥処理 防虫処理 難燃処理
の適用の適用の適用

間伐材等
材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用(        )

の適用保存処理
乾燥処理 防虫処理 難燃処理

の適用の適用の適用
間伐材等

材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用(        )
※A種 ・B種

の適用保存処理
乾燥処理 防虫処理 難燃処理

の適用の適用の適用
間伐材等

材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用(        )
※A種 ・B種

Ｇ・ 下地用針葉樹製材

造作・仕上げ用針葉樹製材 Ｇ

Ｇ

・

・ 造作・仕上げ用広葉樹製材

（b）造作用集成材

（1）「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

Ｇ

施工箇所
間伐材等
の適用

・2等　※1等

品名 樹種 寸法（mm)

・造作用集成材

見付け材面数(面） 見付け材面の品質

化粧ばり造作用集成材 Ｇ

品名施工箇所
の適用

・2等　※1等

見付け材面数(面） 見付け材面の品質化粧薄板の厚さ(mm)寸法（mm)樹種 間伐材等

・

Ｇ

品名施工箇所
の適用

・2等　※1等

見付け材面数(面） 見付け材面の品質化粧薄板の厚さ(mm)寸法（mm)樹種 間伐材等

化粧ばり構造用集成柱・

（2）「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種 含水率 (%) の適用
間伐材等

見付け材面の品質寸法（mm)

・

造作用集成材 Ｇ・

※15以下

化粧ばり造作用集成材 Ｇ・

の適用
間伐材等施工箇所 含水率 (%)見付け材面の品質化粧薄板の厚さ(mm)寸法(mm)樹　種

※15以下・

化粧ばり構造用集成材 Ｇ・

の適用
間伐材等施工箇所 含水率 (%)見付け材面の品質化粧薄板の厚さ(mm)寸法(mm)樹　種

・※15以下

(3)造作用単板積層材

施工箇所

Ｇ

厚さ（mm) の適用
間伐材等

・造作用単板積層材

表面の化粧加工

・無(・1等 ・2等 ・3等）

・有(・天然木化粧 ・塗装）

・日本農林規格以外の造作用単板積層材 Ｇ

施工箇所 厚さ（mm) の適用
間伐材等

表面の化粧加工

・有(・天然木化粧 ・塗装）

防虫処理の適用

・適用(        )

・適用しない

・無(　　　　　　　　　）

含水率 (%)

※14以下

（10.2.2)(1)

（10.2.2)(1)

(10.2.2（2))

(10.2.2（2))

（10.2.2)(3)

単板の樹種名 接着の程度 防虫処理の適用厚さ(mm)施工箇所 間伐材等

の適用

・構造用合板 Ｇ

Ｇ・化粧ばり構造用合板

3　.合板等

2　.木　材

4　.表面仕上げ （10.1.3）・　A種　　・　B種　　・　C種

手加工 ・　H-A種　・　H-B種　・　H-C種

・　製材の表面仕上げ

・　造作集成材の表面仕上げ ・A種　　・B種　　・C種機械加工

機械加工

Ｇ

の適用

間伐材等
化粧板に使用する単板の樹種名施工箇所 厚さ(mm) 接着の程度

Ｇ

の適用

間伐材等
施工箇所 厚さ(mm) 接着の程度 表面性能 化粧加工の方法

Ｇ

による区分

耐水性

・Ｐタイプ ・Ｍタイプ

曲げ強さ

による区分 の適用

間伐材等

※13 ・

施工箇所

・15

施工箇所

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

厚さ（mm) 間伐材等
の適用

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧板

・パーティクルボード

・構造用パネル Ｇ

等級（・常態曲げ試験  ・湿潤曲げ試験）

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

施工箇所 厚さ(mm)

厚さ(mm)
表裏面の状態

による区分

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分 による区分 による区分
難燃性接着剤

の適用

間伐材等

Ｇ

１０

工

Ｃ 

Ｌ  

Ｔ 

パ
ネ
ル
工
法
工
事

9 1.一般事項 適用範囲

この章は、構造耐力上主要な部分(基礎を除く）に、ＣＬＴパネル工法を用いた

建築物に適用する。なお、柱、梁、小屋組、床組等に直交集成板以外の構造部材

を用いる場合には、5章から8章の規定を適用する。

（9.1.1）

・CLT（直交集成材） Ｇ2.木材 （9.2.2）

5.搬入及び建方

・土台を設ける場合

保持及び埋込工法

・アンカーボルト

埋込深さ(mm)埋込み位置の許容差

・上記以外 ・A種

・B種 ・±5mm

・±2mm

・

・

（9.5.3）

（9.5.4）

材料

・無収縮モルタル

・図示 ・

※垂直、水平の誤差の範囲1/1,000以下、かつ床、壁の天端の

平たんさ±3ｍｍ

・モルタルの厚さ

・基礎天端のモルタル仕上

アンカーボルトの設置等

（9.5.7）

※図示 ・

・埋め木

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材(JIS A 9523)

・

（9.5.9）

（9.5.8）

※図示

6.接合部、接合

金物の工法

・建て入れ直し後の建方精度の許容値

・構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数、間隔

・構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用する接合金物の取付方法

・熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

・種類、間隔等　　　※図示 ・

・隠し釘打ち　　　　　・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

※木ねじ頭埋め木

・構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・釘及び木ねじの工法

建方精度

各種接合金物の工法 （9.5.10～13）

4.木材の加工

・穴あけ加工 ボルト孔の径 ※木造標準仕様書表9.4.1による

・図示

・ドリフトピンの孔径 ※ピン径と同径

・表面の仕上げの程度 ※A種　 ・B種

・木材保護塗料塗り 施工箇所　・図示

種別　 ・ A種　・ B種

（9.4.4）

（9.4.5）

種類 材　　質 その他

・釘、コンクリート用釘、特殊な釘

・鉄丸くぎ

・太め鉄丸くぎ

・ステンレス鋼釘

種類 その他

・木ねじ、その他の木ねじ

・十字穴付き木ねじ

・すりわり付き木ねじ

材　　質

表面処理された鉄

表面処理された鉄

ステンレス製

ステンレス製

ステンレス製

JIS B 1112

JIS B 1135

（9.2.3）

（9.2.3）

（9.2.3）

・ボルト、アンカーボルト、ナット、座金

種類 その他

・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

・座金

・ラグスクリュ－

種類 その他

（9.2.3）

Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓマークの規格

・ﾗｸﾞｽｸﾘｭ-

・Z,C,D,Sマーク表示金物以外の接合金物の材質、形状、表面処理等 ・ 図示

・ドリフトピン

ドリフトピンの材質、形状、表面処理等 ・ 図示

床鳴り防止用接着剤 ※図示

・適用する（種類：※図示　・　　　　　　　　　）

・適用する（種類：　　　　　　　　　　　　　　）・接着剤

接着剤を併用した接合

・

接着剤の種類（　　　　　　　）

（9.2.3）

（9.2.3）

3.接合金物
（9.2.3）

マークの規格
種類 短期許容耐力(KN) その他

・引張金物

注)Ｘ、Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓマーク表示金物に付属する接合具も含む。

・せん断金物

10-2
10-3

・χ、Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓマーク表示金物

χ、Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓ

の適用

間伐材等
樹種品名 構成の種別

曲げ性能

（強度等級）

接着性能

（使用環境）
寸法（mm)施工箇所

・上記以外の接合金物は木造標準仕様書9.2.3(1)(C)①～⑦による

表面処理の方法 ・図示　・　　

χ、Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓマークの規格

注)χ、Ｚ、Ｃ、Ｄ、Ｓマーク表示金物に付属する接合具も含む。

・χ,Z,C,D,Sマーク表示金物以外の接合金物の材質、形状、寸法、表面処理等 ・ 図示

・木造標準仕様書9.5.4(イ)による

・各種ボルト 種類・径・本数等及び見え掛り部取付方法　　※図示

・ラグスクリュー 形状・寸法及び見え掛り部取付方法　　　　　※図示

径、見え掛り部取付方法　　　※図示・ドリフトピン

7.軸組、小屋組

床組、壁組 ・土台 ※樹種、断面寸法、継手位置等は図示による。

・ＣＬＴパネルによる小屋組、床組、壁組

※構成、仕様、断面寸法、緊結方法等は図示による。

（9.6.1～9.9.1）

※内外部造作材はH-B種　※下地材はH-C種

（10.1.1）

（10.1.3）

下地用製材

造作用製材

Ｇ

Ｇ

防虫処理の適用

・適用(        )

・適用しない

含水率 (%)

※14以下

（4）直交集成材（ＣＬＴ） Ｇ

の適用

間伐材等
樹種品名施工箇所 構成の種別

曲げ性能

（強度等級）

接着性能

（使用環境）
寸法（mm)

※内外部造作材はH-B種　 ※下地材はH-C種

・　適用する（性能区分・図示） ・　適用しない

※木造標準仕様書10.8.2(ウ)(i）による

補強高さ(mm)

樹　種 その他

軒天井下地

野縁,野縁受け

下地板

寸　法(㎜)名　称

屋根下地

樹　種 その他

瓦棒葺心木

通気垂木

屋根断熱工法の断熱材 ：厚さ　　㎜

寸　法(㎜)名　称

7　.屋根回り

発泡プラスチック断熱材

（10.4.2）

（10.4.3）

樹　種

軒先、けらば回り

その他

鼻隠し

破風板

広小舞,登りよど

面戸板

寸　法(㎜)名　称

（10.4.1）

外部出入口木製建具回り木製枠

・・　樹種,寸法　　※図示外部額縁材

出入口回り木製枠

内部窓枠材

外壁下地材

8　.外部開口部回り

9　.内部開口部回り

10　.内部床回り

11　.外壁回り

（10.5.1）アルミニウム製建具,樹脂製建具,木製建具回りの下地材、受材

・図示による　　・　（樹種：　　　寸法：105×45　　　㎜)
（10.5.2）

・図示による　　・　（樹種：　　　寸法：　　　㎜)

出入口下枠 ・　ステンレス製（寸法,形状は図示）

・　花崗岩（種類,寸法,形状は図示）

（10.5.3）

・　図示による　　・（樹種：　　　寸法：　　　㎜)

・　図示による　　・（樹種：　　　寸法：　　　㎜)

（10.6.1～2）

床下地 ・　下地用合板 （厚さ：※12㎜　・　28　　　）

・　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ（厚さ：15㎜　・　　　）

（10.7.1～3）

上がりがまち

内部床板張り用製材 ・　図示による　　・（樹種：　　　寸法：　　　㎜)

・　図示による　　・（樹種：　　　寸法：　　　㎜)

・　図示による　　・　（樹種：杉　　　寸法：45×15　　　㎜)
（10.8.1～2）

　　 胴縁の樹種、寸法等

防腐・防蟻処理　

胴縁

ラス下地材

・　適用する　・　適用しない

・　適用する　・　適用しない

・　適用する　・　適用しない下地用合板

・押縁下見板張り

・南京下見板張り

・羽目板張り

・目板付縦羽目板張り

・敷目板張り

・雨押え

・付け土台

・見切り縁,笠木,外部回り縁

・陸ひさし

・霧除けひさし

・腕木ひさし

・胴　縁

・羽目板張り

・目板付縦羽目板張り

・敷目板張り

・幅　木

・回り縁

・吊　木

・吊木受け

・野　縁

・敷目天井板

・野縁受け

・打ち上げ天井板

・柱

・敷居

・かもい

・塗込め貫

・畳下地板

・畳寄せ

・竿縁天井板

・格縁天井板

・床　柱

・床がまち

・床　板

・落し掛け

・床脇棚

（10.10.1）柱　・背割不要の処理製材

水

工

事

1　.一般事項 適用範囲

この章は、FRP系塗膜防水工事,シーリング工事,透湿防水シート工事,防水テープ工事

2　.FRP系塗布防水 ルーフドレイン ・　FRP系塗布防水用ルーフドレイン防

改質アスファルトフェルト工事及びケイ酸質系塗布防水工事に適用する。

（11.1.1）

・　鋳鉄製

（11.2.2）

11

下地材

名　称 樹　種 その他

根太掛

根　太

・

※杉 ・ ※45×55

・

寸　法（mm)

＠300程度

・防腐,防蟻処理

名　称 樹　種 その他

・

下地合板

構造用合板

下地用合板 ・

厚さ（mm）

※12 ・

接着の程度

※特類 ・ ・防虫処理

※1類 ・※12 ・ ・防虫処理

・防腐,防蟻,防虫処理

（11.2.4）

（11.2.4）

防水端部の処理   ・　取り合い　　・　図示による

水張り試験 ・　行う　　    ・　行わない

石
　
　
工
　
　
事

12

シーリング材の目地寸法　※幅、深さとも10ｍｍ　・図示

伸縮目地 位置　　※標準仕様書表11.1.1による　・図示

目地 一般目地 目地幅　　※6ｍｍ以上　　 ・ （10.3.3）

シーリング材　　・適用する　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法

・種類、材質（　　　　　　　　）・寸法（　　　　　　　　　）

ドレインパイプの材質 ※樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻　25～35φ

アンカーの材質及び径 ※SS400 Ｍ12　　・
（10.2.2）

・

・

（10.2.3）

(10.2.2)・

形状および寸法

材質　　※ステンレスSUS304 　　・ ・

※Ｌ－75×75×6の加工（長さ　・100mm　・150㎜）

・

受け金物

裏打ち処理

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

石裏面処理

石材の厚さ（㎜） ・ （10.3.2）

下地ごしらえ ※・あと施工アンカー・横流し筋工法

・流し筋工法 ・あと施工アンカー工法

（10.3.3）

石材の厚さ（㎜） ・
（10.4.2）

受け金物

形状および寸法

(10.2.2)・材質　　※ステンレスSUS304 

※Ｌ－75×75×6の加工（長さ　・100mm　・150㎜）

・

・あと施工アンカー工法

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ （10.4.3）※あと施工アンカー・横流し筋工法

(10.1.3)

(10.1.3)

・平もの

・役もの

形状 仕上面

天然石

備　考施工箇所 厚さ(mm)

施工箇所

(10.2.1)(表10.2.2)

種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

(10.2.1)(表10.2.1～2)

・一等品　※2等品

石材の種類 品　　質 形状・寸法(mm)

・

※正方形に近い
矩形（1枚の面積
が0.8㎡以下）

・床石

寸法

・片面

テラゾーブロック

粗面仕上げののみ込み部分の仕上げ　　・ 標準仕様書0.1.3(2)(ア)による

※専門工事業者の指定する製品　・ ・

・

石裏面処理剤、裏打ち処理剤、金物の固定に使用する充填材料

取り付用モルタル、既調合の目地用モルタル、浸透性吸水防止剤、 （10.2.3）

・

表面仕上げ

表面仕上げ

石材の割付　　※標準仕様書10.1.3(1)(ア)(イ)による　・ 図示による

・

・ ・ ・

・両面

施工箇所

(10.2.1)(表10.2.2)

種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

寸法による区分 表面仕上げ 備考

テラゾータイル

・300×300

・400×400

２．施　工

３．石　材

４.外壁湿式工法

５.内壁空積工法

１.適用範囲 この章は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」10章「石工事」による。

Ａ-03

内外装下地 　杉・米松 　図示

　杉

　杉

　図示

※図示

外壁

野地

9.0

12

　・　2級

　・　2級 　1類

　1類 　C-D

　　杉

　　杉

　　杉

　　図示

　　図示

　　100×30

　杉

　杉

　杉

　杉

・　45×45

・　45×45

外部建具廻り,外壁出隅・入隅 　変性シリコ-ン系（MS-2）

　排水ピット

製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ４

左

工

事

屋
　
根
　
及
　
び
　
と
　
い
　
工
　
事

石
　
　
工
　
　
事

12-2

13

タ  

　
イ  

　
ル  

　
工  

　
事

この章は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」11章「タイル工事」による。

左

官

工

事

官

アンカーの材質及び径 ※SS400 Ｍ12　　・

あと施工アンカーの材質及び寸法

（10.2.2）

目地 一般目地

伸縮目地

シーリング材　　・適用する　・適用しない

位置　　　※6ｍごと　・図示

（10.4.3）・

シーリング材の目地寸法　※幅、深さとも10ｍｍ　・図示

目地幅　　※6ｍｍ以上　　

・種類、材質（　　　　　　　　）・寸法（　　　　　　　　　）

※標準仕様書10.2.2.(1)～(3)による。

等の石張り

目地 一般目地

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

目地幅　　※6ｍｍ以上　 ・

伸縮調整目地

石材の厚さ

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

取付け工法　

・　　　ｍｍ　　

・　内壁空積工法　・乾式工法

取付け金物、ファスナーの方式

吊金物及び仮称吊ボルト ・設ける（※図示）　　・設けない

位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6ｍごと、他の部材と取合う箇所

・図示

・

石張り

取付け工法

取付け金物、ファスナーの方式

石裏の補強用モルタル ・適用する　　・適用しない

石裏面処理 ・適用する　　・適用しない

・　　　ｍｍ　石材の厚さ

・

・湿式工法　・乾式工法 （10.7.2）（10.2.2）

※標準仕様書10.2.2.(1)～(3)による。

乾式工法の場合の取付け代　　・70ｍｍ程度

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

石張り

石材の厚さ ・床　　　ｍｍ　　・階段　　　ｍｍ （10.6.2）（10.6.3）

石張りの裏面処理 ・適用する　　・適用しない

階段 ・適用する　　・適用しない

シーリング材　 ・適用する　・適用しない

目地 一般目地

伸縮調整目地 　※標準仕様書10.3.3(5)(イ)(ｂ)(ｃ）による

目地幅(mm）　・図示　・屋外4以上　・屋内3～6

・図示

浸透性吸水防止剤

裏打ち処理

床

床

床

・適用する　　・適用しない

・適用する　　・適用しない

・スライド方式　・ロッキング方式

石裏面処理

裏打ち処理 ・適用する　　・適用しない

（10.5.3）

・適用する　　・適用しない

※ステンレス（SUS304） Ｍ10　　・アンカーの材質及び径 （10.5.3）

・材質（　　　　　　）・寸法（　　　　　　　　　　　　　）

（10.5.3）

目地 （10.5.3）目地幅　　※8ｍｍ以上　　 ・

シーリング材　　・適用する　

あと施工アンカーの材質及び寸法

※ステンレス（SUS304） Ｍ10　　・

(※標準仕様書9.7による　　・図示　）

・適用しない

石材の厚さ（㎜） ・
（10.5.2）

（10.5.2）

取付け工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・・図示による　　・

・

・

・

・

耐凍害性

無

備考

・

・

・

・

・

・

・

・

有
標
準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

無
釉

施
釉

・

・

・

・

類

・

・

・

・

・

・

・

・

類類

吸水率による区分

・

・

・

・

Ｇ

再生材

の適用

タイルの種類、寸法

特
注

色 耐
滑
り
性

位置 　　　※標準仕様書表11.1.1による　　　 ・図示

目地寸法 ※標準仕様書表9.7.3による　　 ・図示

形状

寸法

(㎜)

張り

・

・

・

・

耐凍害性

無

・

・

・

・

有
標
準

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

無
釉

施
釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分

・

・

・

・

Ｇ

再生材

の適用

タイルの種類、寸法

特
注

色

備考
耐
滑
り
性

・

・

・

・

によるタイル
形状

寸法

(㎜)

（11.1.3）

 (11.2.2～3)（11.2.6）

施工箇所 種類

施工箇所 種類

(11.3.2～4)（11.3.7）

見本焼き

試験張り ・ 行う　　・ 行わない

・ 行う　　・ 行わない

 (11.1.4）

 (11.1.4）

壁タイル張りの工法

・現場調合モルタル　・既調合モルタル （11.2.3）

（11.2.6）

（11.2.6）

張付けモルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

・目荒し工法　　・ＭＣＲ工法

内外装タイル　　・密着張り　・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り

見本焼き

試験張り ・ 行う　　・ 行わない

・ 行う　　・ 行わない

(11.3.2）

(11.3.2）

内装壁タイル接着剤のホルムアルデヒド放散量 （11.3.3）※Ｆ☆☆☆☆

打継目地　　※ポリウレタン系シーリング材 ・

ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材 ・

伸縮調整目地・その他の目地　　※変性シリコーン系シーリング材

（11.3.4）

外装タイルにおける目地詰め ・行う　・行わない （11.3.3）（11.3.5）

目地のシーリング材

・目荒し工法　　・ＭＣＲ工法

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理方法 （11.3.5）
・

　１　. 適用範囲

誘発目地

及びひび割れ

　２　．伸縮調整目地

 ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り

  ３　. ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる

　４.有機系接着剤

６.外壁乾式工法

７．床及び階段の

８.笠木、甲板等の

９.アーチ、上げ裏

　１ ．適用範囲 この章は、木造の建築物で、金属板葺、粘土瓦葺、スレート葺及び

アスファルトシングル葺並びにとい工事に適用する。

・　２ ．材　料 下葺材料　 ※ 改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）

(14.1.1）

(14.2.2）
・アスファルトルーフィング940

改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策　　・行う

14
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・

金属板の種類

コイルの種類
板及び

※JIS G 3322の

屋根用コイル

・

(㎜)
厚さ

・ 平葺（一文字葺）

・ 心木あり瓦棒葺

・ 心木なし瓦棒葺

・ 立平葺

・ 横葺

固定釘等の材質屋根葺き形式

(14.3.2～8）

・平葺(一文字葺)の工法

・瓦棒葺き心木の防腐・防蟻処理工法（　　　　　　　）

はぜの作り方　　※図示　　・ ・

瓦棒葺の工法

・瓦棒の間隔　　※図示　　 ・

屋根の流れ方向に平行な壁との取合い部

・ 雨押えを付ける場合

※木造標準仕様書14.3.6(4)(オ)(a)による ・

・ 雨押えを用いない場合

※木造標準仕様書14.3.6(4)(オ)(ｂ)による ・

４.折板葺

   

形式施工箇所

山高、山ピッチ

による区分

山高 山ピッチ
よる区分

耐力に 材料に

よる区分

厚さ

(mm)

軒先

面戸板
耐火性能

 ・ 重ね形

 ・ はぜ締め形

 ・ 有り

 ・ 無し

 ・ 30分

 ・ 無し

塗膜の耐久性、めっき

付着量等の種類及び記号

材料 板及びコイルの種類(※JIS G 3322　・　　　）

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　）

断熱材

（14.4.2～3)(表14.3.1）

・無し

・有り(種別：　　　　　　　　厚さ（mm)：　　防火性能：　時間）　

材質 形状 寸法

工法

５.粘土瓦葺

種類 役物

軒
瓦

そ
で
瓦

の
し
瓦

冠
瓦

半
瓦

雪
止
め
瓦

タイトフレームを留め付ける下地材

大きさ 産地等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・Ｊ形瓦

・Ｓ形瓦

・Ｆ形瓦

形状による区分 製法による区分 寸法による区分

(14.5.2～3）

補強用心木の防腐・防蟻処理方法（　　　　　　　　　　　　　）

３．金属板葺

・　

（　　）種
・　

 
※鋼板製

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による 　・　　　　

瓦桟木の留付け工法　　※図示

棟の工法　・木造標準仕様書14.5.3(4)(ァ)～(ウ)までによる

・モルタル　・瓦葺き用しっくい
冠瓦伏せ棟の面戸、雀口及び葺土の露出する瓦接合部の仕上げ

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法工法 ・図示による 　・　　　　

瓦緊結用釘又はねじの長さは野地板裏まで貫通する長さとする

雪止め　　・ 設置する(施工箇所　・ 図示　・　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

吊子、各部の釘の留付け方　　※図示

・ 図示による 　・　　　　

工法

7.アスファルト

品質 形状 色調 寸法(mm)
シングル葺

備考

（14.7.2）

8 .とい

・ ・
・・

（14.6.2）

（全長さ×全幅）

寸法(mm) 役物

棟 けらば
着色(色調） 備考種類

・平形

・波型

・無 ・有（　　　　 ）

・無 ・有（　　　　 ）

工法 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による 　・　　　　

雪止め　　・設置する(図示）

6.スレート葺

雪止め　　・設置する(図示）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による 　・　　　　工法

といの材料

・ 金属板(銅板を除く）

種類　　※木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　）

板厚　　(　　0.40 mm)

・ 谷どい　　

種類　　※木造標準仕様書表14.8.1（　　　　　）

板厚　　(　　mm)

・ 銅板

※一般部0.35ｍｍ　谷どい部0.4ｍｍ板厚

・ 硬質塩化ビニル樹脂製

種類（　　　　　　　） 外径（　　　　　　　）

厚さ（　　　　　　　） 長さ（　　　　　　　）

とい受金物

材種　・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　・銅板製

形状　・ 市販品（とい径100以下）　　・25×4.5以上

足金物

材種　・ 溶融亜鉛めっきを行った鋼板製　　・ 銅板製

多雪地域　　    ・ 適用する　　・ 適用しない

硬質塩化ビニル製集水器及びあんこうの形状等　　・図示

（14.8.2～3）

金
　
属
　
工
　
事

1 　.共通事項

及びアルミニウム

合金の表面処理
施工箇所(成形板、笠木、建具以外)

・AB－2種

・AB－1種

・AC－1種

・AC－2種

種　別 色合い等

(14.2.1)(表14.2.1)表面処理

・BA－1種

・BA－2種

・C 種

・BB－2種

・BB－1種

・BC－1種

・BC－2種

陽極酸化被膜の着色方法　　※二次電解釈色　・ ・三次電解着色

・常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　　）

表面処理方法 種  別 施工箇所(手すり、タラップ以外)

・ Ａ種

めっき

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

・ Ｆ種

・溶融亜鉛めっき

・電気亜鉛めっき

(14.2.2)(表14.2.2)

天井下地

野縁等の種類  (14.4.2)(表14.4.1)

屋外 ※ 25型 ・ 19型 屋内 ※ 19型 ・ 25型

製笠木
部材の種類  (14.7.2)(表14.7.1)

・屋外の場合の形式及び寸法

野縁受、つりボルト、インサートの間隔及び周辺端部からの距離

（14.4.3）

・図示による ・

・野縁の間隔　　・図示による

工法

・吊ボルト間隔が900mmを超える場合の補強方法　　・図示 ・

・天井のふところが3.0ｍを超える場合 ・図示 ・

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

（14.4.4）

補強箇所、補強方法 ・図示による ・

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧を考慮した補強

補強箇所、補強方法 ・図示による ・

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが５ｍを超える場合 ※ 図示

(14.5.3)(表14.5.1)

・ 図示

・

※標準仕様書表14.5.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※標準仕様書14.5.4.（5）による ・図示による

取付用下地　　※標準仕様書14.4による　・図示

・設けない

伸縮調整継手　　・設ける（施工箇所・図示による） 

アルミニウム

・押出し

板厚

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）種別 形状製法
表面処理

・ロール

・プレス ・パネル形

ドレル形
・スパン

・

・

（14.6.2）（表14.2.1）

・

・

・

・

・

色合い等種　別

・

・

・

・

・

（14.6.3）

・図示

・ 250形 ・ 300形 ・ 350形

上記以外 ・　　形(最小肉厚　 225mm）

表面処理 　種別（　B-2　　）種 （14.7.2）（表14.2.１）

色合等　 ・　標準色（　　　　　　）

・　特注色（　　　　　　）

・図示

※床面で断熱材打込み部分は断熱材用インサートとする

（14.7.3）
笠木の固定金具の工法等

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による ・

この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」14章「金属工事」による。15
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16

16-2

２　．アルミニウム

３．鉄鋼の亜鉛

４．軽量鉄骨

５.軽量鉄骨壁下地

６.金属成形板張り

７　．アルミニウム

８．インサート

この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」15章「左官工事」による。

（15.2.4）

・直張り工法（・ラスモルタル下地　・ラスシートモルタル下地）

・外断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する通気構法を行う場合　(・図示による)

・通気構法　（・単層下地　・二層下地）

ラス系下地の種類

ラス材及び補強用平ラス

種類及び単位面積当たりの質量

材料記号（※Ｋ　・　　　　）

・二層下地通気構法 （・波形ラス(W700) ・こぶラス(K800) ・力骨付きラス(BP700)）

（・リブラスC(RC800)にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス）・単層下地通気構法

ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

※LS4（耐力壁の場合） ・

（15.2.6）・あり　・なし建築基準法に基づく耐力壁の指定こまい下地

建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工 ・図示による

・　現場調合材料 ・　既調合材料 （15.3.2）材料

既製目地材　・設ける　施工箇所(　　　　　　　)　形状(※図示　・　　　　)

・　設けない

床目地 ・　設ける（工法：※押し目地　・　　　　　）　・　設けない （15.3.5）

・適用する　・適用しない

（15.3.5）外装タイル張り下地のモルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

ング材塗り
(15.5.2)(表15.5.1)種類 ・ せっこう系 ・ セメント系

※表15.5.1による品質

（15.5.2）ホルムアルデヒド放散量
仕上げ

仕上塗材の種類 （15.6.2)(表15.6.1)(表15.6.2）

・薄付け

仕上塗材

・ 防水形外装
薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装

薄塗材Ｓi
・ 可とう形外装

・ 外装薄塗材Ｓi

種    類 呼  び  名

・適用する
・しない

仕上げの形状及び工法等

形状 工法 凡例

形状

B ゆず肌状

C さざ波状

D 平たん状

E 凹凸状

G 砂壁状じゅらく

F 着色骨材砂壁状

H 京壁状じゅらく

防火材料 吸放湿性

A 砂壁状

工法

A 吹付

B ローラー塗り

C こて塗り

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・ 内装薄塗材Ｃ

・ 内装薄塗材Ｌ

・ 内装薄塗材Ｓi
・ 内装薄塗材Ｅ

・ 内装薄塗材Ｗ

・しない

※Ｆ☆☆☆☆

・厚付け

仕上塗材

・ 内装厚塗材Ｇ

・ 内装厚塗材Ｌ

・ 内装厚塗材Ｃ

・ 外装厚塗材Ｃ
・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・ 外装厚塗材Ｓi
・ 外装厚塗材Ｅ

・ 内装厚塗材Ｓi

・ 内装厚塗材Ｅ

形状

A 吹放し

B 凸部処理

C 平たん状

D 凹凸状

E ひき起こし

F かき落とし

工法

A 吹付

B ローラー塗り

C こて塗り

外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

（・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

外装厚塗材Ｓi、外装厚塗材Eにおける上塗材の適用

・適用する
・しない

種    類 呼  び  名
仕上げの形状及び工法等

凡例形状 工法

・適用する　・適用しない

防火材料 吸放湿性

種　　類 防火材料呼　び　名

・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

・しない

・適用する

・複層仕上塗材

・ 凹凸状

仕上の形状 工　法

塗り

耐候性

・耐候形3種

・

・ 可とう形複層塗

材ＣＥ

・ ゆず肌状
・ 凸部処理

・ 凸部処理

・ ゆず肌状

・ 凹凸状

・吹付
・ローラー

・ローラー

・吹付

塗り

・耐候形3種

・

・ 防水形複層塗材CE

・ 防水形複層塗材RE

・ 防水形複層塗材E ・ 凹凸状
塗り

・耐候形3種

・・ 凸部処理

・ ゆず肌状

・ローラー

・吹付

仕上塗材

・ 吹付用軽量塗材

・ こて塗用軽量塗材

・軽量骨材

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・吹付け

・こて塗り

・砂壁状

・平たん状

複合仕上げ塗材の上塗材 （15.6.2）（表15.6.2）

樹脂 ・アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

外観 ・つやあり　・つやなし　・メタリック

溶媒 ・溶剤系　・弱溶剤系　・水系

種別　　・Ａ種　・Ｂ種 （15.7.2）（表15.7.1）

２　.下地

１　.共通事項

３　．モルタル塗り

４．セルフレベリ

５．仕上塗材

６.マスチック塗材塗り

下地の種類（　　　　　　　　）
標準仕様書5.10.1による場合以外の下地への適用（　　　　　　　）

・標準仕様書15.10.2(1)(ア)、(イ)による材料

色しっくい　・適用する　・適用しない

調合及び塗厚

※標準仕様書15.10.3(1)による

※標準仕様書15.10.3(1)による

・

・

（15.10.2）

（15.13.3）（表15.10.1～表15.10.4）

（15.10.4）（表15.10.5）

・なで切り仕上げ　・パターン仕上げ）

材料

土壁用ののりの種類

既調合しっくい

現場調合しっくい

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

※つのまた　・ふのり　・ぎんなんそう　・粉末海藻
（15.11.2）

砂壁用ののりの種類 ※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ　・合成高分子系混和剤

色土の種類

色砂の種類 ・天然砂と岩石の砕砂　・人工的に着色・製造したもの

建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合の塗厚 ・図示による ・ （15.11.4）

工程　こまい壁の種別　　※Ａ種　・Ｂ種 （15.11.5）（表15.11.9）

土物の仕上げの工法

・土物仕上げ（　　　　　）・大津仕上げ（　　　　　）

・土物の仕上げ工法（・　　　　　　　　）

・砂壁仕上げ工法
・切返し仕上げ工法

（15.12.2）

（15.12.3）吹付厚さ（ｍｍ）　・図示　　・25吹付け

大津仕上げの工法 ・普通大津仕上げ工法　 ・大津みがき工法

ちりじゃくり 　　・図示による　・　　　　　 （15.11.7）（15.11.8）

（15.11.8）

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

７.しっくい塗

８.こまい壁塗り

９.ロックウール

製建具

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

耐風圧性

※Ｓ-４

※Ｓ-５

※Ｓ-６

・

・

・

種別 気密性 水密性

※Ａ-４ ※Ｗ-５

建具符号

※Ａ-３ ※Ｗ-４

耐風圧性

・

・

種別 気密性 水密性 建具符号

※Ａ-３
・ Ｄ種

・ Ｅ種 ※Ｓ-３

※Ｓ-２
※Ｗ-３

（16.2.2）

（16.2.2）

外部に面する建具(木下地） （16.2.2)(表16.2.2）

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

建具符号　※建具表による

建具符号　※建具表による・遮音性の等級（　　　　　　）

・断熱性の等級（　　　　　　）

防犯建物部品の適用 ・適用する（※建具表による） ・適用しない

特殊な建具の仮組 ・行う （建具符号：　　　　　　　　　　） ・　行わない

建具見本の製作 ・行う （建具符号：　　　　　　　　　　） ・　行わない

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

※建具表による ・

防火戸 （16.1.3）（16.1.4）（16.1.6）

外部に面する建具(ｺﾝｸﾘｰﾄ系及び鉄骨下地） （16.2.2)(表16.2.1）

網戸等

種類 材　　種 線　径 網　目

・　防虫網

・　防鳥網

※ 合成樹脂製

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製

※ 0.25以上

1.5ｍｍ 網目寸法15ｍｍ

（16.2.3）

・ ・

※ 16～18メッシュ

・ ステンレス（SUS304）線材

着色　 （・　標準色 ・　特注色）

表面処理

（16.2.2）（16.2.4）（16.2.5）

外部に面する建具  種別　・　ＢＢ-１種　・　ＢＢ－２種

屋内の建具　　　  種別　・　ＢＣ-１種　・　ＢＣ－２種

着色　 （・　標準色 　・特注色）

建具の枠 見込み寸法　※建具表による

結露水の処理方法　　※図示

水切り板、ぜん板　　※図示

木下地の内付け建具　・適用する（建具製造所の仕様）　・適用しない

（16.2.4）

（16.2.5）

（16.2.5）

防音ドア、防音サッシ

断熱セット、断熱サッシ Ｇ

　１　.共通事項 この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」16章「建具工事」による。

建
　
具
　
工
　
事

17

　２　.一般事項

　３　．アルミニウム

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

類類類

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ａ-04

ｴﾝﾄﾗﾝｽ床

ﾎﾟｰﾁ床

風除室床

玄関床

・ ・ ・・・・・・・・・ ・・



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ５

Ａ-05

　

マスターキー　　・　製作する　・　製作しない

建
　
具
　
工
　
事

16-2

建
　
具
　
工
　
事

16-3

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

18-2

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

※Ｓ-４

※Ｓ-５

※Ｓ-６

気密性 水密性

※Ａ-４
※Ｗ-５

※Ｗ-４

耐風圧性種別

※建具表による

※建具表による

※建具表による

耐風圧性

・

・

種別 気密性 水密性

・ Ｄ種

・ Ｅ種 ※Ｓ-３

※Ｓ-２
※Ｗ-３

外部に面する建具(木下地）

※Ａ-４

（16.3.2)(表16.3.2）

（16.3.2）（表16.3.1）外部に面する建具

※建具表による

※建具表による

（16.3.2）

ＧＧ

（16.3.4）

16.3.2）（表16.3.3）

表面色　・標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　　※図示

木下地の内付け建具　・適用する（建具製造所の仕様）　・適用しない

防音ドア、防音サッシ

断熱セット、断熱サッシ

枠見込み寸法

枠見込み寸法

・遮音性の等級（・T-1　・T-2）　

外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・　　　　

・断熱性の等級（・      )

引き戸装置
性能　※標準仕様書表16.10.1による （16.10.3）・図示による

装置 自動ドア 防錆 凍結防止

※標準仕様書表

16.9.1による

・行う

建具表による）

・行わない

（使用箇所は

・ SSLD-1

・ SSLD-2

・ DSLD-1

・ DSLD-2

性能値

（16.9.2）（16.9.3）

・

開閉方式

・　

・適用する

・適用しない

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー
・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・車椅子使用者用
便房スイッチ

・光線（反射）センサー

戸の開閉方式　※建具表による　・　　　

車椅子使用者便房スイッチ　・大型（開・閉）押し釦スイッチ　・非接触スイッチ

車椅子使用者便房スイッチ　・大型（開・閉）押し釦スイッチ　・非接触スイッチ

鍵箱　　※有　　・無

（16.8.4）

金物の種類・見え掛り部の材質等 （16.8.2）

木製建具に使用する丁番、戸車、レール　　 ※標準仕様書表16.8.4～5による

金属製建具に使用する丁番 ※標準仕様書表16.8.2による

※標準仕様書表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項とも）は建具表による

樹脂製建具に使用する丁番　※標準仕様書表16.8.3による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取り付け位置　※建具表による （16.8.3）

引戸の定規縁　　・召し合せかまちをいんろう付きとする

（16.7.3）

（16.7.4）

かまち樹種（　　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　　）

見込み寸法　※36ｍｍ　 ・建具表による

・ふすま

（16.7.2）（16.7.3）（表16.7.7）

種別、工法　・Ⅰ型　・Ⅱ型

上張り　・鳥の子 ・新鳥の子又はビニル紙程度

縁仕上　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法 　※19.5ｍｍ　・建具表による

・戸ぶすま

見込み寸法　※30ｍｍ　・建具表による

・紙張り障子

表面材の種類、品質等（　　　　　　　　　）

戸ふすまの見込み寸法 　※30ｍｍ　・建具表による

（16.7.2）（16.7.3）（16.7.4）（表16.7.7）

（16.7.2）（表16.7.3）（16.7.3）（表16.7.7）（16.7.4）（表16.7.10）

（16.7.3）（表16.7.7）

・かまち戸

表面材のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(イ)(a)による ・

正面板の厚さ　　※標準仕様書 表16.7.6による ・

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

（ＭＤＦ）

ファイバーボード
・ミディアムデンシティ

（16.7.2）（表16.7.2）

ＧＧ

・※水掛り箇所1類、その他2類以上

・※水掛り箇所1類、その他2類以上

　接着の程度

※広葉樹1等　・　　　　　板面の品質

　接着の程度

表面材の品質等合板の種類

・普通合板

表面材の合板の種類

・フラッシュ戸

表裏面の状態による区分（・DV　・DO　・DC）

曲げ強さによる区分（・30 ・25 ・15）

接着剤による区分（・U　・M　・P）
難燃性による区分（・難燃2　・難燃3）

（16.7.2）枠、くつずりの材料　　・　建具表による

・　既製品建具（建具表算参照）

（16.7.2）表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

（16.7.2）建具材の加工、組立時の含水率　　※A種 ・B種

※Ｆ☆☆☆☆

建具

(16.6.2)(16.6.3)(16.4.2）性能等級（建具符号は建具表による）

耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級 ・建具表による　・　　　　　

外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による） ・Ｓ-4　・Ｓ-5　・Ｓ-6

防音セット、防音サッシとする場合

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合 ＧＧ

・遮音性の等級（・　　　）　

・断熱性の等級（・　　　）

・遮音性の等級（・　　　）

耐震ドアとする場合　・面内変形追従性の等級（・　　　）　

ステンレス鋼板 ※SUS304、430J1L又はSUS443J1 （16.6.3）

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ （16.6.4）

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ （16.6.5）

(16.5.2)(16.5.3)(表16.2.1）性能等級（建具符号は建具表による）

・適用する（A-3） ・適用しない

鋼板類　 ・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板 ・ステンレス鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板

（16.5.4）

・適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表16.4.5による） （16.5.6）

鋼板類の厚さ　　※標準仕様書 表16.5.1による　・図示による　　　　　

簡易気密型ドアセットの気密性等級

耐震ドアとする場合

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合 ＧＧ

・面内変形追随性の等級（・　　）

・遮音性の等級（・　　　）　

・断熱性の等級（・　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

・

（16.4.2～3）（表16.4.1）(表16.2.1）

簡易気密型ドアセット

・適用しない

性能等級（建具符号は建具表による）

・適用する（標準仕様書 表16.4.1による）

・耐風圧性(・S-4　・S-5　・S-6)

耐震ドアとする場合　　・面内変形追随性の等級（・　　　）

防音ドア、防音サッシ ・遮音性の等級（・　　　）　

・断熱性の等級（・　　）断熱セット、断熱サッシ ＧＧ

点検口等のくつずりの材料　・鋼板　・ステンレス （16.4.3）

鋼板類の厚さ　　※標準仕様書 表16.5.1による　・　　　　　 （16.4.4）

標準型鋼製建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

・適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

（16.4.6）

シャッターの種類

開閉機能による種類

・ 屋内用防火シャッター

(16.11.2)

・ 防煙シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 管理用シャッター

材料板ガラスによる種類 種　類

・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・Ⅰ類

（16.14.2）・　強化ガラス

・Ⅲ類

破片の種類、ｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性

（16.14.2）・　合わせガラス

品　種

・Ⅰ類 ・Ⅱ－2類 ・Ⅲ類・Ⅱ－1類

構成種類 落球衝撃はく離特性、ｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性

※建具表による

ドア
（16.13.2)(16.13.3）

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

セクション材料による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材質開閉方式による区分

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

※ 溶融亜鉛めっき

鋼材

・ ステンレス鋼板

・ スタンダード形

耐風圧(Pa)

スラット及びシッターケース用鋼板

・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯）

めっき付着量　※Ｚ12又はＦ12

・ 設ける　・設けない (16.11.2)

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形 ・

耐風圧強度（　　　　）pa

※ 電動式（手動併用） ・ 手動式  （表（16.11.1）(16.11.2)

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所 （16.11.2）

※建具表による ・急降下制御装置又は急降下停止装置

障害物感知装置の設置個所

危害防止機構の設置個所

※建具表による ・

※建具表による ・

管理用シャッターのシャッターケース

・ （16.11.3）

開閉形式 (16.12.2)(表16.12.1)※ 手動式 ・ 電動式（手動併用）

耐風圧強度（　　　）pa

形状 ・ インターロッキング形 ・ オーバーラッピング形

材質 ･ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）　　

・JIS 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

スラット

電動式の場合の障害物感知装置の設置個所 ※建具表による ・

(16.12.3)（16.12.4）

区分・材料

・125

・100

・75
・50

・電動式の場合の障害物感知装置は建具表による

※特記仕様書に記載無き名称・種類・品質・厚さ・組合せ等は図示（建具表）による

（16.14.2）・　熱線吸収板ガラス

色　調

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

性　能

・1種　

・2種　
・ブルー　・グレー　ブロンズ

・　複層ガラス （16.14.2）

品　種

建具の種類 ガラスの留め材 ガラス溝の大きさ（ｍｍ）

ガラス留め材、溝の大きさ

１７　.ガラスブロック （16.14.5）

表面
形状

正方形

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

呼び寸法

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

クリア 乳白 その他

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

曲面積み

目地幅（ｍｍ）色　調

平積み

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

内側

※6以上

・

厚さ

長方形

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・　　　　　　　　　　）

・設けない

力骨　　材質　※ステンレス製（SUS304）

寸法　※径5.5ｍｍ

形状　※はしご形状複筋及び単筋

化粧目地モルタルの色 （ ・　　　　　　　　　）

寸法　※図示

金属製化粧カバー 材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

シーリング材の種別

・　断熱複層ガラス

品　類 断熱性の区分

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分

・

・

・

・ ・

・ 空気

アルゴン

Ｇ

Ｓ

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

複層ガラス

　・日射熱遮へい ・

・

・

・ ・

・ 空気

アルゴン

Ｇ

Ｓ

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

（16.14.2）・　熱線反射ガラス

品　種 日射遮へい性 色　調

・1種
・熱線反射ガラス

・2種

・3種

・Ａ種　・Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

・ブルー　

・グレー

・ブロンズ　

・シルバー

・高性能熱線反射ガラス

（16.14.4）

耐久性による区分

反射被覆面　・内面　　・外面

映像調整　　・行わない　・行う

・倍強度ガラス （16.14.2）

材料板ガラスによる種類の名称

・フロート倍強度板ガラス

・熱線吸収倍強度板ガラス

色　調

・グレー　・ブルー　ブロンズ

厚さ

※図示

※図示

アルミニウム製

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

樹脂製

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量 　・　シーリング材

・　シーリング材

・

・　建築用ガスケット

・　建具製造所の仕様による

・　建具製造所の仕様による

・　建具製造所の仕様による

・　建具製造所の仕様による

・

・

・

・

(16.14.2)（16.14.3）（図16.14.1）

伸縮目地
目地位置

※6ｍ以下
ごとに幅

10～25㎜

・図示

・

（ ・　　　　　　　　　）

形状　※図示・ ・

材料等

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（・　　　　　　　　　　　）

（・図示による　・　　　　　　）

（16.14.5）

目地部の横力骨の納まり　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示による

・　グレイジングビード

※　グレイジングチャンネル
・　建築用ガスケット
・　シーリング材 ・

・
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この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」18章「塗装工事」による。４　.樹脂製建具

５　.鋼製建具

６　.鋼製軽量建具

７　.ステンレス製

８　.木製建具

９　.建具金物

１０　.鍵

１１　.自動ドア開閉

１２　.自閉式上吊り

１３　.重量シャッター

１４　.軽量シャッター

１５　.オーバーヘッド

１６　.ガラス

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　）

屋内で使用する場合のホルムアルデヒド放散量 （18.1.3）

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

※B種　・A種

石膏ボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外 ※B種　・A種

コンクリート面(DP）の場合

コンクリート面(DP以外)、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

モルタル面及びプラスター面

亜鉛めっき鋼面

耐候性塗料(DP)の場合

上記以外の場合
鉄鋼面

※A種　・B種

※B種　・A種

・A種　・B種　

※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種

※B種　・A種

※A種　・B種

※A種　・B種

（18.2.2～7）（表18.2.1～7）種別

（18.3.2～3）

鉄鋼面 EP-G下地

DP下地

下地面等 塗料の種別

※B種　・A種　

SOP下地

SOP下地

EP-G下地

DP下地

鋼面
亜鉛めっき

鋼製建具等

鋼製建具等以外 ※B種・A種　

※A種・B種

1回目C種 2,3回目D種

見え掛り部分 ※B種　 ・A種見え隠れ部分

工程の種別

標準仕様書　表18.3.4による

※A種　 ・B種

鋼製建具等

鋼製建具等以外

※A種　 ・B種

・A種

・C種

・B種

鋼製建具等

※B種　

※A種　 ・B種 鋼製建具等以外 ・A種※B種　

標準仕様書　表18.3.4による

・A種　 ・B種※A種　

塗　装

・　合成樹脂調合

ペイント塗り

（ＳОＰ）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

・　クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

・　アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

（ＤＰ）

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

・　耐候性塗料塗り

種別

・　つや有合成樹脂
エマルジョン
ペイント塗り

（ＥＰ-Ｇ）

木部

屋内の鉄鋼面

　・　ステイン塗り

・　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・　合成樹脂エマルジョンペイント塗り（ＥＰ）

亜鉛めっき鋼面

種別

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

標準仕様書表18.4.3

コンクリート面、モルタル面等

標準仕様書表18.7.1

標準仕様書表18.7.2

・A種　・B種 ・C種

亜鉛めっき鋼面

標準仕様書表18.8.2

標準仕様書表18.8.4

※B種　・A種

※B種　・A種

―

―

・ピグメントステイン塗

・　木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・オイルステイン塗（ОＳ）

屋外

（18.4.1～18.12.2）（表18.4.1～表18.12.1）

塗料の種類等
（表18.5.1）

種別がA種の場合の、標準仕様書表18.5.1の工程2の塗料の種類（・　　　　）

耐候性塗料塗り（ＤＰ）

クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

上塗り塗料の等級　鉄鋼面（・　　級）　亜鉛めっき鋼面　（・　　級）

（表18.7.2）

ウレタン樹脂ワニス（ＵＣ） （表18.10.1）

・日本塗装工業会の会員 ・監督員の承諾する塗装業者

標準仕様書表8.10.1の工程1の着色　・適用する

オイルステイン塗り（ОＳ）の仕様　 ・図示による ・　 （表18.11.2）

※Ｆ☆☆☆☆

１　.共通事項

２　.材　　料

３　.素地ごしらえ

４　.錆止め塗料塗り

５　.塗　　料

６.塗装業者

この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」19章「内装工事」による。

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

18

接着剤のホルムアルデヒド放散量 （19.2.2～19.9.3）

主成分による区分
（表19.2.2）施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合のゴム床タ接着剤の

床シート ＧＧ

※2.0

・　2.5
※FS（複層ビニル床シート）

・

　・　無地

・　ﾏｰﾌﾞﾙ

備考厚さ(mm)色柄種類の記号

目地処理する場合の工法　　※熱溶接工法　 ・

（19.2.2）

標準仕様書19.2.3(1)(ア)から(ウ)以外の下地の工法下地の施工 （19.2.3）

・図示による　 ・

・図示による　・　

（19.2.3）

※Ｆ☆☆☆☆

（19.2.2）

厚　さ　(㎜) 寸　法　(㎜)種　　類 色　　柄

（19.2.2）

・ ・

織じゅうたん

・柄物

色柄 帯 電 性

下敷き　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm

ＧＧ敷　き

無地の織りじゅうたんの種別　　・A種　・B種　・C種

(標準品)

・適用する

・適用しない

高さ（mm)：（※60　・70　・100）　　厚さ（mm)：（※1.5以上　・　　　　）

材質の種類　　・　軟質　　・　硬質

・単層品

・積層品
・3.0 　・4.5 

・6.0 　・9.0

(19.3.2)(表19.3.1)

パイル形状織 り 方

・カット、ループ 併用

・ ループパイル

・ カットパイル

・アキスミン スター

・ダブルフェース

・ウィルトン ※無地

備考

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

織じゅうたんの接合方法 ※ヒートボンド工法　・　　　　 （19.3.3）

種類 性能シート・タイルの種別 厚さ、寸法、形状（㎜）

材料 （19.2.2）

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・視聴覚者用床タイル

・耐動荷重性床タイル

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

厚さ：　　・寸法

形状：

厚さ：　　・寸法

厚さ：

厚さ：

厚さ：

（19.2.2）

JIS記号床タイル ＧＧ 備考

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

色柄

・　無地

寸（mm)法

・　300角

・　450角

厚さ(㎜)

※KT（コンポジションビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

※ 2.0

・　2.5・

・　500角

・TT（単層ビニル床タイル）

タイルカーペット

※ ループパイル

・ カットパイル

パイル形状

タフテッドカーペット 

パイル形状

・・カットパイル

・ループパイル

パイル長さ(㎜)

・

工  　法 帯 電 性

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L 3204の第2種2号　呼び厚さ 8ｍｍ ・

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

備考

備考

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第二種

※第一種

種類

併用・ カット、ループ

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※ 6.5

・

総厚さ(㎜)

※ 6.5

・

※ 6.5

・

寸法(㎜) 施工箇所

（19.3.2)（19.3.3）

・ 市松敷き

※ 市松敷き

※ 模様流し ・

・・ 模様流し

タイルカーペットの敷き方

階段部分

平　　場

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

・カット、ループ併用

・

･

･

･

工法

・ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

工法

・ 全面接着

・適用する

・適用しない

（19.4.2）

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

種　別

（19.4.2）（19.4.3）（表19.4.1～8）

塗床材のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

種類

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

（エポキシ樹脂系塗床材）

・薄膜型塗床材

（エポキシ樹脂塗床材）

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

工　法 仕上げの種類

※平滑仕上

・防滑仕上

・つや消し仕上

・平滑仕上

※平滑仕上

施工箇所

・防滑仕上

張り

・ フローリング ・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・フローリング

・接着工法

・接着工法

・

・

・12以上

ＧＧ・　単層フローリング

種　　類 工　　法 樹　種 厚さ(㎜)

ボード１等

ブロック１等

・8以上

・15

(19.5.2～19.5.5)

(mm)幅及び長さ

※標準仕様書 表19.5.1による

・

・

・

・

・

・

・15

・

・

※標準仕様書 表19.5.3による

※標準仕様書 表19.5.5による

・

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ （19.5.2）

種　　類 樹　種工　　法

・　複合フローリング ＧＧ

・接着工法

・ 釘留め工法
（直張り）

（根太張り）
・ 釘留め工法

・　A種・　複合フローリング

（天然木化粧）

・

・

・

・　B種 ・　C種

標準仕様書 表19.5.2による

厚さ、幅及び長さ

（19.5.2～19.5.5）

・　A種 ・　B種 ・　C種

・　A種 ・　B種 ・　C種

標準仕様書 表19.5.4による

標準仕様書 表19.5.6による

接着工法の場合の緩衝材　　※合成樹脂発泡シート （19.5.5）・

・ Ｄ種 （畳床：・ＫＴ-Ⅰ  ・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

・ Ｂ種 ・ Ｃ種・ Ａ種

(19.6.2)(表19.6.1)

・衝撃緩和型畳 畳表（JIS A 5902）　・Ｃ1　・Ｃ2　

種別

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

・標準仕様書　表12.6.1による床組

ＧＧ

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・30

・12　・15　・18　・21

・

・

・

（19.7.2）（表19.7.1）

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

・　普通木毛セメント板

・　中質木毛セメント板

種　　類規格名称 厚さ(mm),規格等

木質系
セメント板

繊維強化

セメント板

火山性ガラス
質複合版
(VSボード)

・

・

・無研磨板(・スタンダード　・テンパード）

・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7

Ａ級(・天井仕上　・内装仕上　・　　　　　）

・9　・12　・15　・18

・3　・7　・9　・12
ＧＧファイバーボード (MDF)

ＧＧ・ハードボードボード(素地）

ＧＧ・ハードボード(化粧）

ＧＧ・インシュレーションボード

・ミディアムデンシティ

繊維板

・　けい酸カルシウム板

・火山性ガラス質複合板

　・硬質木片セメント板

・　普通木片セメント板

・　硬質木毛セメント板

タイプ2(無石綿）　・　6　・　8

・15　・20　・25

・研磨板（・スタンダード　・テンパード）
・2.5　・3.5　・5　・7

その他ボード

及び合板張り

１　.共通事項

２　.接着剤等

３　.ビニル

４　.ビニル

５　.特殊機能床

６　.ビニル幅木

７　.ゴム床タイル

８　．カーペット

９　.合成樹脂塗床

１０　.フローリング

１１　.畳敷き

１２　.せっこうボード



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ６

Ａ-06

図示

※　図示

※　図示

・　アルミニウム製

ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞの張り方　　・　縦張り　　・　横張り

18-3

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

・　ポリエチレンフォーム

・　硬質ウレタンフォームＡ種

厚さ又は

使用量分　類 材料名

断熱材の種類
規格番号

・JIS A 9521

・JIS A 9521

・　フェルト状

断熱材

・　ボード状

・ばら状断熱材

断熱材

断熱材

・　グラスウール

・　ロックウール

・　グラスウール

・　ロックウール

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム

・　押出しポリスチレンフォーム

・　フェノールフォーム

・　グラスウール

・　ロックウール

・　セルローズファイバー

・　吹付硬質ウレタンフォームＡ種1

(難燃性を有するもの）

高性能16K ・100mm

・JIS A 9523

・JIS A 9526

25mm

・　断熱材 Ｇ 施工箇所　※図示

ホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外

・現場発泡

19
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（20.2.2～5）(表20.1.1）

・　インシュレ―ションファイバー

・JIS A 9521

・JIS A 9521

・JIS A 9521

気密措置を行う場合の工法

・ 外壁と床との取合い部　※図示

・ 間仕切壁と天井又は床との取合い部　※図示

・ 下屋の小屋裏の天井と壁との取合い部　※図示

・ 外壁と基礎との取合い部　※図示

・ 外壁と天井及び屋根との取合い部　※図示

気密材の材料及び工法　　※図示

各部位の工法

天井断熱の場合の天井点検口　　・  図示

床に防湿フィルムを張らない工法の適用 ・ 適用する

床下及び小屋裏等の点検口まわり（　　　　　　　　　　）

コンセント及びスイッチボックスまわり

・　防湿材

厚さ　　 ・ 　0.2㎜ 施工箇所　　・ 　壁面・天井面

・　気密材　　

厚さ　　 ・ 　0.2㎜

・　防風材 種類　　※JIS A 6111に基づく透湿防水シートＢ

厚さ　 　・ 　0.2㎜ 施工箇所　　・ 　外壁面

施工箇所　　・ 　壁面・天井面

種類　　・木造標準仕様書20.2.2（2）　・　(a) ・　(b) ・　(c)

種類　   ・木造標準仕様書20.3.2(3)　・ (a) ・ (b) ・ (c) ・ (d) ・ (e) ・ (f) ・ (g)

・　

防湿層の施工　　・防湿層を省略する

・木造標準仕様書20.2.4.(4)(コ)(b)①
・木造標準仕様書20.2.4.(4)(コ)(b)②

・ 充填断熱工法　

・ 外張断熱工法

防蟻処理 ・行う

断熱材の施工

気流止めの材料及び工法　　・ 図示

19-1

ユ
ニ
ッ
ト
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そ
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他
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３  .ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ工事

形状種類
働き長さ

働き幅

厚さ

（mm）

表面

仕上げ

耐凍害

性能

備考

(参考品番）

防火

耐火性能

ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞの張り方　　・　縦張り　　・　横張り

通気胴縁 樹種　　※杉　　

（20.3.2）

・　図示 ・　図示 ・　303

・　図示

・　14 ・ ・　有り

・　無し

・ ・　ﾓｴﾝﾊﾟﾈﾙw

コーナー役物　　・同材　

・

材料

窯業系サイデイング工事

・無研磨板　・研磨板

・10　・12　・15　・18

・単板オーバーレイ　・プラスチックオーバーレイ　

パーティクル

ボード

ＧＧ・　単板張りパーティクルボード

ＧＧ・　化粧パーティクルボード
・塗装 ・10　・12

・25(ガラスクロス包み） ・・　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

・　ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・　ロックウール化粧吸音板
・フラットタイプ(・9(不燃）・12(不燃)　・　　)

・凹凸タイプ（・9(不燃)・12(不燃）・　　）

・25 ・
吸音材料

・　12.5(不燃）　・　15(不燃） ・

石膏ボード

・　不燃積層

・　せっこうボード

・　シージング石膏ボード

9.5(準不燃）
（トラバーチン模様）

・　化粧せっこうボード

・　化粧せっこうボード
（木目）

・　化粧無(下地張り用）

・　化粧有(トラバーチン模様）

・　9.5（不燃）

・　12.5(不燃） ・　12.5（準不燃）

・　強化せっこうボード ・　12.5(不燃）　・　15(不燃）

・　せっこうラスボード ・　9.5　・　　

模様(・柾目　・板目）　

専用下地材有り

・　12.5(不燃）　幅440ｍｍ程度

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

ボード表面への化粧張り仕上げの有無

・有り（種類：　　　　　　）　・　　

天井ボードの重ね張りに貼付け方法（ロックウール吸音板を除く） （19.7.3）

（・　　　　　　　　　　　　　　　）

石膏ボードの目地工法 （19.7.3）

種類　・仕上表による　・　　

・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

突付け工法、目透かし工法の場合のエッジの種類　　

石膏ボード

製品

種　　類規格名称 厚さ(mm),規格等

（19.7.2）（表19.7.1）

材料

種類 規　　格 防虫処理

板面の品質（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

・　行う

・　行わない
・　普通合板

表板の樹種名（　　　　　）

・　天然木化粧
合板

化粧板の樹種名（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

・　行う

・　行わない

化粧加工の方法 ・オーバーレイ　・プリント　・塗装　・　

表面性能（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

・　行う

・　行わない

・　特殊加工

化粧合板

合板のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書19.7.2（2）（イ）のいずれかによる

合板の張付け　・A種　・B種 （19.7.3）（表19.7.3）

・ ・ ・ ・

（19.8.2）

施 工 箇 所
紙 繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質

壁紙の種類

ホルムアルデヒド放散量　　 ※Ｆ☆☆☆☆1２　.壁紙張り

防火性能
その他塩化ビニル

・ ・

・　不燃

・　準不燃

備考

・　難燃

・ ・ ・ ・ ・ ・

モルタル面及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

※B種　　・A種

（表18.2.4）

コンクリート面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ （表18.2.5）

※B種　　・A種

石膏ボード面の素地ごしらえ及びケイ酸カルシウム板面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

※B種　　・A種 （表18.2.7）

ＧＧ１３　.断熱材
断熱材打込み工法

種　        　類

・　土間下・基礎立上り・　50

・

（19.9.3)

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

(スキン層なし）

厚 さ (㎜) 施  工  箇  所
断熱材名 種類（記号）

・

・　

・

・

・　土間下

フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆ ・

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類　　・A種1　　・A種1H

吹付厚さ（㎜） ・25　　・30　　・ 

施工箇所 ・図示　　・　　

（19.9.4）

施工

１　.共通事項 （20.1.1）

２　．断熱・防露工事

・設置位置等 ※図示建具上部の雨水排水路

・図示 ・現場塗装用ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞのの下地処理、仕上

金具留め工法で建築基準法施行令第８７条に定める風速42ｍ/sを超える場合の補強方法　　※図示　・　

複合金属サイディング工事

形状種類
（mm）

備考

(参考品番）

防火

耐火性能

通気胴縁 樹種　　※杉　　

（mm）

有効幅 長さ 厚さ

（mm）
表面材

芯材の種類

・　図示 ・ ・　15 ・ ・ ・　

・

（20.3.3）材料

防腐処理 ・　行う　　・　行わない

・寸法　・図示

防腐処理 ・　行う　　・　行わない

寸法　・図示 ・　18×45

(20.2.5)

・

４．トイレブース

（20.2.2）

仕上り

高(mm)
表面仕上げ材構 　法 所定荷重耐震性能

・500×500

寸　法

・1.0G ・3000N・支柱調整式

・置敷式 ・ ・0.6G ・5000N

・帯電防止床タイル

・

・タイルカーペット

帯電防止性能　・Ｕ値（クラス1）　・Ｕ値（クラス2）

漏えい抵抗 ・Ｒ≧1×10Ω6　　・　　　　

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

※標準仕様書20.2.2（２）（イ）による　　・　　　

寸法精度

※標準仕様書20.2.2（２）（オ）による　　・　　　

（20.2.3）

構造形式

・0

・12

・20

・28

・36

構成基材の種類

スタッド パネル (db/500Hz)

遮音性能
パネル表面仕上げ

・メラミン樹脂焼付又は

アクリル樹脂焼付

・壁紙張り

・

(内臓）・スタッド式

・スタッド式 (露出）

・スタッド パネル式

・パネル式

材料等

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆ ・

パネル内に取り付ける建具　　・あり(※図示　・　　　　　　　　）

・なし

遮音性能

(db/500Hz)

・ 焼付塗装

・ 壁紙張り

・ 鋼板

・

・36未満

・36以上

材料等３．移動間仕切

操作方法による種類 圧接装置の操作方法

・ 手動式

・ 電動式

・ 部分電動式

・ プッシュ式

・ ハンドル式

・

パネル表面材

材質 仕上げ

・

ハンガーレールの取付け下地の補強

(20.2.4)

※標準仕様書20.2.4（3）（ウ）による　　・図示による

パネルをランナーに取り付ける部品

※標準仕様書20.2.4（3）（エ）による　　・図示による

ハンガーレール
※標準仕様書20.2.4（3）（オ）による　　・図示による

ランナー

※標準仕様書20.2.4（3）（カ）による　　・図示による

あと施工アンカー ・使用する（種類：　　　材質：　　　寸法：　　　）

・使用しない

材料等

パネル表 面材 の 材 質 脚部の種類 ドアエッジの材質

・ ポリエステル樹脂系化粧板

・ メラミン樹脂系化粧板 ※幅木タイプ

・支柱タイプ

※製造所の仕様による

・ アルミニュウム製

・ ステンレス製

・ 表面材と同材

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

ユ
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19-2 ５　.手すり （20.2.6）

・ステンレスパイプ

・クリアラッカー

直径(mm）

・集成材

・鋼製パイプ

・

・ＨＬ

・

・ＥＰ－Ｇ

・ＳОＰ

・

・35

・45

・

取付箇所 備考表面仕上げ材種

・ビニル製ハンドレール

材料等

６　．階段滑り止め

材　　種

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

材料等 (20.2.7)

・ステンレス製(SUS304)

形　状

・ひも形

・タイヤ型

寸法（㎜） 取付工法

※接着構法

・埋込工法

・

・

ホワイトボード

※緑

・黒

ＧＧ
寸法

※図示

 ホワイトボード

黒板

・鋼製

・ほうろう

黒板の種類 区分

※焼付け

・

色彩 特記

(20.2.9)

・　図示による　・　　

７　．黒板及び

８　．鏡 厚さ　※ 5ｍｍ　・　　　　寸法、取付箇所　・　図示による　 ・ (20.2.10)

寸法・形状区  分

・ 室  名  札

・ ピクトグラフ

材　　質 厚さ(mm)

・　市販品

 ・　5
・　図示

・・

・30Φ

・　アクリル板

・　アルミ製

・　アクリル板

・　アルミ製

・　アクリル板

・

　・ステンレス製

・　5
・　150×150

　・5
・

（20.2.11）

・　　

・ 案内板

・　

・　図示

・

・　図示

・

・　図示

・

備考
９　．表　　　示

材料等

・・ ・

・両面 ・片面
・衝突防止表示

・色、書体、印刷の種別、取付け形式等　　※図示による

・非常用進入口等の表示等 ※消防法に適合する市販品 ・

・

案内用図記号はJIS Z 8210による。

材料の種類　※ステンレス製（SUS304）　・　　
（20.2.12）

仕上げ ※研磨等の仕上げを行わない　・　

１０　.タラップ

煙突用成型ライニング材

・適用安全使用温度（・　　℃）

（20.2.13）

スラット ※アルミニウム合金製

・

※25

形　式 種　類
スラット

幅(mm)

・　縦型

※　ギヤ式

・　コード式

・　操作棒式

・

備　考

(20.2.14)

※ 2本操作コード式

・ 1本操作コード式

ヘッドボックス

ボトムレース

Ｇ

※鋼製　・　

※鋼製　・　

・アルミスラット

・クロススラット
スラット

スラット等の材質

材料等 （※幅・高さは図示による）

開閉方式

・片開き ・両開き

・　横型

アルミスラット：焼付塗装仕上　　クロススラット：消防法による防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

１１　.煙突ライニング

1２　.ブラインド

スクリーン

ＧＧ

材  種

材料等

・　ポリエステル

・

（20.2.15)

取付箇所

・　浴室用

・

幅、高さ

・　図示

・

操作方法

・　電動式

・　スプリング式

・　チェーン式

品　質

・

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

※製造所の仕様による　・　

形　式

・　シングル ・　片引

・　ひも引き・　引分　・　ダブル

・

・　手引き

・　電動

・　つまみひだ（三つ

山ひだ、二つ山ひだ)

・　箱ひだ、片ひだ

備考
取付

箇所

・

暗幕

材料等

生地の種別、品質

特殊加工等

・

・

・

・　図示

ひだの種類開閉操作

・図示・

・　ブレーンひだ

・ ・

（20.2.16）（表20.2.1）

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※300㎜以上　・　

レール

（20.2.16）材料等

レール及びブラケットの強さによる区分 ※10-90　・　

レールの材料による区分　　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出成形品　　

・　ステンレス製

レールの仕上げ　        　　※アルマイト　 ・　

レールの形状 　※角型　　　　　・　

カーテンの付属物　フック（ひるかん） ※鋼製　　・樹脂製

及びカーテンボックス ・アルミニュウム製　押出し形材（市販品）

・集成材（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）材質

色合い ・標準色　　・特注色

種別 （標準仕様書表14.2.1） ・BC-1種　　・BC-2種

・鋼製（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

溝幅×深さ（ｍｍ） ・90×150　・120×80　・120×150　・150×180　・図示

１６　．ブラインドボックス

コンクリート
補強鉄線の径及び網目寸法 ・図示による　・　　　 (20.3.2)

※ 水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300㎏／ｍ3を満足する調合強度

・図示による

（20.3.3）

取付方法

製作

・図示による　・　 （20.3.4）

コンクリートの設計基準強度

配筋　　　　　・図示による　・　

１７．プレキャスト

１４．カーテン

１５．カーテン

１３　．ロール

・ 間知石

・ コンクリート間知ブロック

材　種材　　料 質量区分種　類

・A

備　考

間知ブロック

コンクリート

積み

材料等 (20.4.2)

・凝灰岩

・花こう岩

―

― ―

・B

・

積み方　　　※谷積み　・布積み

目塗り　　　・図示

伸縮調整目地　材種　　・図示 ・

厚さ　　・図示 ・

工法 （20.4.3）

１８．間知石及び

天井点検口

材  　種

・アルミニウム製 ・　450×450

・　600×600

寸 　法 形式 外枠 内枠

・　額縁タイプ

・　目地タイプ

・　額縁タイプ

・　目地タイプ

・
・ ・　屋内用

・　屋内外用

・

・　一般型

・

形式

床点検口

・ 密閉形

備考寸法材　種

・ 一般型 ・ 屋内外用

・ 屋内用・ 600×600

・ 450×450・ 　アルミニウム製

・　 ステンレス鋼製

・ 　鋼製

・ 鍵付き

・

・

１９　．点　検　口

・垂直方向 ・完全（全貫通型）

方向 タイプ 防水性能耐火性能

・非耐火型

・有り

・無し

備考

・水平方向 ・部分

・耐火型

目地

耐震スリット

目地寸法（mm）

目地

目地材

内壁 外壁

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・幅20×深さ10

・

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・シーリング材（内外共）

・幅20×深さ10

・

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による。

２０　.耐震スリット

ジョイント金物 備考

・　ステンレス製

クリヤランス(mm）

・　有り

・　無し

材質

・　50　　　 ・　100

・　150 ・

（　　　　）

耐火性能

外部は防水型とする。

２１　.エキスパンション

・膨張遅延型（W20×ｔ10)

２２　.止水版

施工箇所　　・図示による　

形式　　　　　・差込式　・据置式　・壁張り式

水膨張性ゴム止水材

・ 塩化ビニル又はゴム製

・ 硬質アルミニウム合金製

・ ステンレス鋼(SUS304)製

・

・ステンレス鋼(SUS304)

・硬質アルミニウム合金

・

受　　　枠材  　  　種 備　　考
２３　.くつふきマット

・ 図示

・テーパー式

・同一断面式

・ アルミニウム合金製

高さ (ｍ) 操作方法

・ハンドル式

・ロープ式

固定方法

・埋込式

・ベース式

・バンド式

備考

旗竿受金物 材種　　・　ステンレス製（SUS304) ・

旗竿受金物

２４　．旗竿及び

・流し台 市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

市販品

・吊戸棚

・　1200 ・　800

材種
寸法(mm)

備考

Ｗ Ｄ Ｈ

　・1500 ・　600

・　550

・　650

・　850

・コンロ台 ・　600

・　600

・　550

・　650

　・620

・　1200

・　900

・　450

・　700

・　500

・　670

・　1200

・　900
・水切り ― ―

市販品

ステンレス製

・一段式 ・・　600

品質・性能　JIS A 4420による。

・　1800

形状　※図示による　・　　

２５　.流し台ユニット

・

高 さ (㎜)柱径、肉厚(㎜)

・・ 　ステンレス製

・

材  　質

・ 上下式鎖内蔵式

・

形  　式

　・スプリング式

・ 　標準品

フェンスの種類 ・　ビニル被覆エキスパンドフェンス

・　樹脂塗装メッシュフェンス

・　鋼管フェンス

　・　アルミフェンス

高さ　　※図示による　・　

２６　．車止め支柱

２７　.フェンス

２８　.鋼製書架及び

物品棚 種　類 規格等 耐荷重による種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039による

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種　・　

２９　.屋内掲示板 枠の材質　　※アルミニウム製　・　

表面の材質 ※塩ビ発泡シート張り　・　

３０　.洗面カウンター 材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

奥行き（㎜） ・　約450　・　約600

ユ
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薄形パネル

幅（mm）厚さ（mm） 長さ（mm）形状

張り方　　・縦張り　・横張り

工法　　　・通気工法　・直張り工法

通気胴縁　　樹種　※杉 ・

通気胴縁の防腐処理方法（　　　　　　　　）

・一般パネル

・コーナーパネル

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

（20.4.2～3）４.ALCパネル

パネルの種類

寸法　・図示 ・

２．可動間仕切

以下公共建築工事標準仕様書（建築工事）２０章「ユニット及びその他工事」による。

2節から４節に規定する事項以外は、公共建築工事標準仕様書２０章「ユニット

及びその他工事」による。

（薄型パネル）工事※　図示

・　図示 ・　図示

・平出型：PFT81A同等

・平出型：PFTI150同等※　図示

※　図示

※　図示

・　25 ・　基礎巾木

1号・120mm

1号

24K ・200mm

　弾性塗装



木造新築工事
特記仕様書　ＮＯ７

Ａ-07

・図示

製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

排水桝の種類　　　　　    　・　図示

３１　.防煙垂れ壁 ・固定式

備　考

アルミ枠付き※6.8

・

※500

・

高さ（㎜）厚さ（㎜）材　質

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

・可動式

種　類 材　質 高さ（㎜）

・垂直降下式

（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※500

・800

備　考

ガイドレール

※固定式（壁埋込み型）

・回転降下式
鋼板製又は

アルミ製

※500

・800
・

表面仕上げ

※天井材張り

・

３２　.収納家具 降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

材質形状、寸法　　※　図示による　・　

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

３３　.屋外掲示板 照明器具　　※　有り　・　無し

施錠 ※　有り　・　無し

３４　.敷地境界石標 種類　　※コンクリートブロック製（市販品）

・花こう岩類（文字記号等入り）

21
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木材面の品質 日本農林規格（JAS）　

抜粋材面の品質の基準についての概要

ないこと。

上小節 小節無節

節 広い材面を含む1材面以上の

10mm（生き節以外では5mm）

材面において、節の長径が

区分
基　　準

（製材の日本農林規格第4条2（造作用製材の規格））

腐朽・虫穴

髄心

未満のものにあっては3個以

内、材長が2ｍ以上のものに

あっては4個（木口の長辺が

6個）以内であること。

210mm以上のものにあっては

以下であって、かつ、材長２ｍ

広い材面を含む1材面以上の

材面において、節の長径が

内、材長が2ｍ以上のものに

210mm以上のものにあっては

以下であって、かつ、材長２ｍ

20mm（生き節以外では10mm）

未満のものにあっては5個以

あっては6個（木口の長辺が

8個）以内であること。

割れの長さの合計が材長の

１０％以下であること。

割れの長さ

の合計が材

長の５％以

下であるこ

と。

同左

欠け、きず

穴、入り皮

やにつぼ

ないこと。 極めて軽微であること。 軽微であること。

変色、あて

かび、その

他の欠点

極めて軽微

であること。

軽微であること。 顕著でないこと。

材面

木口
木口長辺の寸法

以下であること
同左 同左

同左 同左ないこと。

ないこと。 同左同左

材面の

短小

割れ

割れ

（注）この基準の判定は、板類にあっては良面（欠点の程度の小さい面）について、

角類にあっては１材面毎に行う。

各
章
共
通
事
項

（1.4.1）

　 ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタ

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、

　 量」の区分に応じた材料を使用する。

　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベン

　 衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド

　 木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩

　 単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

　 及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　 の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 の他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒ

　 発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　 ド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

 １）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④までを満すものとする。

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国

　 第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外

① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、

④ 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国

③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種

　 の材料

 　土交通大臣の認定を受けた材料

 　土交通大臣の認定を受けた材料

　 ホルムアルデヒド発散建築材料

 ２）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、「規制対

象外｣とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分［第三種」とは次の③

又は④に該当する材料を指す。

（1.4.2）

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得して

③　安定的な供給が可能であること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事に使用する材料は、特記なき限り設計図書に定め

　る品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有する

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製

　造業者等は、次の①から⑥までの事項を満たすものとし、

　め監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等

　品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

　ては、材料製造所の指定する工法とする。

　の承諾を受ける。

　その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等

　）を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじ

　　いること。

・無収縮ｸﾞﾗｳﾄ材　・乾式保護材

・ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　・吸水調整材　・錠前類　・クローザ類　

・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　・可動間仕切　・移動間仕切　・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　・屋上緑化用ｼｽﾃﾑ　・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ　

・既製調合ﾓﾙﾀﾙ(ﾀｲﾙ工事用)　・既製調合目地材　

・防水剤　・現場発泡断熱材(特定のﾌﾛﾝによるものを除く)

・煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　・天井点検口　・床点検口

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ　・鉄骨柱下無収縮ﾓﾙﾀﾙ

・重量ｼｬｯﾀｰ　・軽量ｼｬｯﾀｰ　・ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

・自動扉機構　・自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・鋳鉄製ふた

　ものとする。

・　環境への配慮

・　材料の品質

材　料

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の構成及び厚さ ※図示 ・ (22.4.2)

材料

・　ストレートアスファルト

・　再生アスファルト　　　　　　　　（種類：・60～80　・80～100 ）ＧＧ （22.1.3）（22.4.3）

加熱アスファルト混合物の種類 （22.4.4）（表22.4.4）

種　類

・ 細粒度アスファルト混合物(13)

・ 密粒度アスファルト混合物(13)

・ 密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

地　域

・一般地域

・寒冷地域

区　分

表層

試験

アスファルト混合物等の抽出試験　　・　行う　　・　行わない

（22.4.6）

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

（22.4.2）

・※70・図示

・・図示・図示

歩行者用通路

厚さ(mm）構成部位

車路及び駐車場コンクリート舗装

舗装の種類

コンクリート舗装の構成及び厚さ (22.5.2)

材料

コンクリート　　※標準仕様書表22.5.3（1）及び表22.5.1による　・

・図示による

早強ポルトランドセメント　　・使用する　　・使用しない

注入目地材料　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

（22.5.3）

施工：目地

・図示による

・

（22.5.4）

・加熱系カラー舗装 （22.6.2～4)（表22.6.1）

構成・厚さ　　・図示による　・　

表層に用いる加熱系混合物の結合材 ・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　顔料の添加量（　　％）　

加熱系混合物に添加する材料 ・着色骨材（　　　）

・自然石（　　　）

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない （22.6.6）

・常温系カラー舗装 （22.6.2～4）（表22.6.1）

工法 ・ニート工法 ・塗布工法

着色部の下地　　・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

ニート工法及び塗布工法の配合等　　 ・

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

種類、間隔、構造　　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 （22.5.2）

・

アスファルト舗装 ・

(22.7.2～6）

構成　　・図示

・コンクリート平板舗装

・透水平板（Ｐ）

寸法（mm）種類

・

厚さ(mm） 目地材

※60

・ ・モルタル

・インターロッキングブロック舗装

※普通ﾌﾞﾛｯｸ（Ｎ）

・透水性ﾌﾞﾛｯｸ（Ｐ）

・図示

・

種　類 厚さ
(mm） (N/m㎡)

曲げ強度

・ ・

※80 ※5.0車路

部位 形状・寸法

ＧＧ

ＧＧ

・保水性平板（Ｍ）

・保水性ﾌﾞﾛｯｸ（Ｍ）

※普通ﾌﾞﾛｯｸ（Ｎ）

・透水性ﾌﾞﾛｯｸ（Ｐ）

・保水性ﾌﾞﾛｯｸ（Ｍ）

通路
歩行者用

・

・図示

・

※60

・

※3.0

・

・

ＧＧ※再生アスファルト　　　　　（種類：・60～80　・80～100 ）アスファルトの材料

舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの ・

・ストレートアスファルト

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

・普通平板（Ｎ） ・300角 ・砂

クッション材

・砂

・空練モルタル

・標準品

・標準品

色彩、表面加工等

（22.8.2～3）

（22.8.2～3）

・図示による　・　

インターロッキングブロックの割付け

仕上り面の平たん性

※歩行に支障ないものとし、コンクリート平板・ブロック間の段差3mm以内とする。

（22.8.4）

（22.8.2）

路盤の厚さ　　・　図示 ・

路盤材料

（22.3.2）

（22.1.3）（22.3.3）（表22.3.1）

※再生クラッシャラン　

・　クラッシャラン　　　　　・　粒度調整砕石

※再生粒度調整砕石 ・　クラッシャラン鉄鋼スラグ

ＧＧ

ＧＧ ＧＧ

Ｇ

・　粒度調整鉄鋼スラグ ＧＧ ・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

路床土の支持力比（CBR)試験

現場CBR試験

・　行う　　・　行わない

　・行う　　・　行わない

・　行う　　・　行わない

・

路床の材料

・　凍上抑制層 ・　再生クラッシャラン　　　・　クラッシャラン

・　図示

・

種　別 材　　料 厚さ(mm)

・　盛土

ＧＧ

・　切込み砂利　　・　砂

・　図示

・

舗
　
　
装
　
　
工
　
　
事

22

安定処理の方法 ・置き換え工法　・安定処理工法

安定処理用添加材料

種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

ＧＧ

試験

（22.1.3)（22.2.2）(22.2.3）

・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種 　・　Ｄ種

標準仕様書 表3.2.1により

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ ・図示による　・　

路床安定処理　・適用する　 ・適用しない （22.2.2）（22.2.3）

・生石灰（・特号　・1号）　　・消石灰（・特号　・1号）

添加量を定めるために用いるCBR（　　　　）

（表22.2.1）

（22.2.4）

（22.2.5）

路床締固め度試験（現場密度）

種  類 形 式

(21.2.1)

・　鋼　製

・　ステンレス製

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・　　溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・　桝ふた用

・　Ｕ字溝用

用   途

・　歩 行 用

・　Ｔ―20用

・　Ｔ―14用

・　Ｔ―６用

・　Ｔ―２用

 適用荷重
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

ﾋﾟｯﾁ

・　普通目

亜鉛めっき

(付着量）
上面形状

・　細目 ・(　　　）

・(　　　）

・　凹凸形

・　平形

・

・

・　歩 行 用

・　Ｔ―20用

・　Ｔ―14用

・　Ｔ―６用

・　Ｔ―２用

・　凹凸形

・　平形

・

・

・

・　細目

・受枠付

ﾎﾞﾙﾄ固定

・

・　受枠付
ﾎﾞﾙﾄ固定

・

ー

ー

ー

ー

グレーチング

鋳鉄製ふた

種　  　類

(21.2.1)

左記以外の品質等は

（公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

備　考鍵の有無適用荷重

・Ｔ-2用

・Ｔ-20用

・Ｔ-6用

・

鋳鉄製

名  称

マンホール蓋 ・簡易密閉型(パッキン式）

・水封形

(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）・中蓋付密閉型

・密閉型(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・ 有

・ 無

及び側溝 種　　類 形状、寸法

・　縁石

・　Ｌ形側溝

・　Ｕ形側溝

・　Ｕ形側溝蓋

・

・　図示 ・

・　図示 ・

・　図示 ・

・　図示 ・

・　図示 ・

砂利地業の厚さ　　※100ｍｍ　　・　図示

凍上抑制層に用いる材料 ※標準仕様書21.2.1（10）による ・

砂地業の材料　　 ・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業の材料　・　再生クラッシャラン　・　切込砂利　・　切込砕石

材料 （21.3.1）(表21.3.1）

砂を用いる場合の粒度試験　・　行う　・　行わない

（21.3.1）

（21.3.1）

（21.3.1）

（21.3.2）

呼 び 径

コンクリート管

・ 遠心力鉄筋

・ 硬質ポリ塩化

ビニル管

材　　種

外圧管 (１種)

ＧＧ

・

形状 備考

・　図示 ・

・　図示 ・

・　図示 ・

排水管用材料 （21.2.1)(表21.2.1）

種類・記号

・　硬質ポリ塩化
ビニル管継手

・ＤＶ

・ＶＵ継手

・ＲＳ-ＶＵ

・ＶＵ

・ＶＰ

・B形管 ・　図示 ・

・　図示

・　図示 ・

・

（21.2.1～21.2.2）
基床の厚さ及び種類　　 ・図示 ・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤 ・ゴム輪

・側塊の形状及び寸法　　 　・　図示

・

砂利地業に用いる材料　     ・　再生クラッシャラン　・　切込砂利　・　切込砕石

凍上抑制層に用いる材料　  ・　図示

　砂を用いる場合の粒度試験　・　行う　・　行わない

砂地業に用いる材料　    　　・　シルト　・　山砂　・　川砂　・　砕砂

・標準仕様書21.2.2(6)(オ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

・幅400㎜、径22㎜のステンレス製

・径22㎜の防錆処理を行った鋼製

・径19㎜の合成樹脂被覆加工を行ったもの

材料、施工

２　．屋外雨水排水

１　.共通事項 この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」２１章「排水工事」による。

３　.街きょ、縁石

１　.共通事項 この章は、「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」22章「舗装工事」による。

２　.路　床

３　.路　盤

５　.コンクリート舗装

４　.アスファルト舗装

６　．カラー舗装

７　.透水性

８　.ブロック系舗装

・　図示



建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

製作年月日
　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

ﾐﾗｰ

標識

標識

樹
脂

竹
垣

H＝
14

80

樹
脂

竹
垣

H＝
14

80

AS

　
　附近見取り図・配置図
　敷地求積図

 1:  50(A1)
 1: 100(A3) A-08

見取り図　　　　　Free

 1: 200(A3)

 1: 100(A1)

37

37

37

236

236

283

283

49

49

49

302

283

衣川総合支
所

JAふるさと
衣川資材ｾﾝﾀー

花巻平泉線

(株)大東住器

衣川地域雨量
観測所(ｱﾒﾀﾞｽ）

奥州市消防団
第34分団第3部屯所

奥州金ケ崎行政事務組合
水沢消防署衣川分署

石川産業(株)
衣川工場

小岩金網(株)
岩手衣川工場

雲際寺

花
巻

平
泉

線

前沢温泉　舞鶴の湯

プーキーファーム

まんねんの森

六本松長者屋敷跡

前　沢

合ノ沢会館

衣 川 百 ヶ 袋

衣 川 石 神

衣川野球場

衣 川 高 保 呂 衣 川 日 向

E4

奥州万年の森ﾒｶﾞ
ｿｰﾗー太陽光発電所

千葉畜産

衣 川 窪 田

衣 川 懸 田

ゴトウ

衣川保育
所

一
首
坂

新築：奥州市衣川古戸６９番２

工事名称

　敷地概要 　地名地番

　敷地面積

　都市計画区域

　用途地域

　防火地域

　指定建蔽率

　指定容積率

　建物用途

　工事の種別

　構造

　階数

　最高の高さ

　最高の軒の高さ

　建築面積　

　延べ面積　

　　　　　　 

　建築概要

概　　要　　書

　制限無し

　535.13㎡

　奥州市衣川古戸６９番２

　制限無し

　庁舎（駐在所）

　木造

　1階

　5,305㎜

　3,355㎜

　117.69㎡

　100.28㎡

　都市計画区域外

　指定無し

　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

　指定無し

　車庫

　鉄骨造

　1階

　2,888．5㎜

　2,624．5㎜

　17.93㎡

　17.93㎡

　新築 　新築

　その他 　奥州市景観条例（平泉文化遺産地区・風土景観地区）

　埋蔵文化財包蔵地

配　置　図　　　　　　　　S＝1：100

地　番
№

150
149

151
152
153
154
155

157
156

159
158

①　69-2
Xn

-106605.033　
-106605.770　
-106609.421　
-106614.676　
-106622.950　
-106635.352　
-106632.512　
-106623.331　
-106621.078　
-106606.082　
-106601.212　

Yn
19882.038　
19883.906　
19887.293　
19887.200　
19886.208　
19882.943　
19877.665　
19865.699　
19862.953　
19868.466　
19870.261　

Yn+1-Yn-1
13.645　
5.255　
3.294　

-1.085　
-4.257  
-8.543  

-14.712  
-17.244  

2.767  

13.572　
7.308　

合　計　　
合　計　面　積　　

地　積　　

Xn・（Yn+1-Yn-1）
-1454625．675285　　　
-560213．321350　　　
-351171．432774　　　
115676．923460　　　

　453893．898150　　　
　910985．812136　　　

　1838771．036928　　　
　1568642．445672　　　
　-295020．522826　　　

-779077．247256　　　
-1446791．649264　　　

1070．267591　　　
535．1337955 　 
535．13    　　㎡ 

求　　積　　表

がけの検討　　　　　　　S＝1：100

最高の高さ：5,305

道
路
境
界
線
5.
26

-20

隣地境界線5.99

隣地境界線15.08

3.55

5
.
1
9

±0

-20

-20

-790

+65

-20

+20

-1720

-2260

-1940

-2150

-310
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県
道

市道

-920

-560

道
路
境
界
線
1
2
.
8
2

電柱

支線

AS

-2410

-40

標識板

道路境界線12.38

2.01

道
路
境
界
線
4.98

隣
地

境
界

線
1
5
.
9
8

掲示板

私用車②

私用車①

汚

側溝

1
0
,
5
0
0

側溝

側溝

側溝

10,50
0

側溝

来客用

8.
33

-390

-250

-650

芝張

4,
11
5

１

２来客用

1,500 10,0104,200 3,269

1
3
,1

9
5

5
8
0

7
,3

9
3

4
,9

8
9
.5

5
,5

8
5
.5

2
,6

2
0

新築建物

新築建物

車庫

庁舎（駐在所）

1,000

80
0

1,200

800
150

151

152

153

154

149

159

158

157

156

155

±0
+100

-100

-200

±0

-50

4,700

砕石舗装

電柱

支線

電柱

支線

AS

1,504

側
溝

側
溝

側溝

新築工作物

最高の高さ：5,900

最高軒高さ：3,355

最高軒高さ：2,624

最高の高さ：2,888

ｶﾗｰAS

ﾗｲﾄ

▼設計ＧＬ（平均地盤面）

2,
12
0

1
0
0

6
6
0

1
,
5
0
02
,
2
6
0

2,120 2,295

4,415

5050050
600

1
4
5

2
5
5

1
5
0

5
0

1
5
0 7
5
0

隣地境界線

▲設計ＧＬ

既存擁壁
（重力式擁壁）

30° ※建築物の基礎は安息角内とする。

開
口

部
水

平
距

離
9,

20
0

開口部水平距離3,100

開
口

部
水

平
距

離
6,

00
0

開
口

部
水

平
距

離
5,

96
0

既存擁壁（重力式擁壁）

既存擁壁（重力式擁壁）H＝2,100
確認年月日：平成19年2月13日
番号：H18確認-工岩手県000301号
検査年月日：平成19年3月28日
番号：H18確済-工岩手県000331号

1,560

引込柱



建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

製作年月日 　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

　ＷＣ(１)

□　屋根

□　外壁

□　基礎壁
部　位 仕　　上 厚　さ

外　壁　面　 露出仕上（打放し仕上）

塗装仕上（打放し補修）

金属・石等の乾式仕上

25mm

25mm

25mm

25mm内　壁　面 露出仕上

・ 軒天金属パネルには全て６φ水抜き穴を設ける。

・ 外部のコンクリート打放し仕上部分は特記なき限り25ｍｍの打ち増しとする。

・ 天井下地は特記なき限り、軽量鉄骨製とし、天井ふところが１５００ｍｍ以上の場合吊りボルト振止め補強
   を行う。（９φ丸鋼　タテ・ヨコ＠１８００）

・ 天井仕上材ロックウール化粧吸音材には、全てt9.5GB-R捨貼りを施す。（システム天井を除く）

・ 廻り縁は特記なき限り、塩ビ製を使用する。

・ 塗装及び壁紙仕上の柱・壁の出隅には、特記なき限り床から天井までコーナービートを施す。
　 モルタル面は塩ビ製、ボードとモルタル取合面はステンレス製プレートとする。

・ 外部に面するサッシ廻りは現場発泡ウレタンを充填する。

・ 外部に面する金属パネルは（特記なき限り）全て現場発泡ウレタンt10(不燃)を施す。
   金属板が内部に面する部分には、現場発泡ウレタンt25を施す。

仕　上

断　熱 仕　上

点検口

その他

外部仕上表一般共通事項 （○印のついたものを適用する）

認定番号表

□　エントランス、スロープ、ポーチ共通

・ 屋根スラブは外断熱工法(ポリスチレンフォームt30敷込み)とする。

・ 外気に面する壁はt100高性能グラスウール16㎏品を充填する。

・ 直接土に接する床版の下面にはビーズ法ポリスチレンフォーム１号t=50（パフォームガード　同等品）を敷き込む。

・ 天井は、ｔ100+100グラスウール24㎏品を敷き込む。

・ 天井点検口は、アルミ製（４５０×４５０規格品）とし、外枠額縁・内枠目地タイプ、表面仕上材は天井に同じとする。

・ 床点検口は、ステンレス製（６００×６００規格品）とし、枠はステンレスフラットバー、

　 表面は床仕上と同材とする。蓋下部にはステンレス製タラップＷ4００を設ける。

・ 床マンホールは６００φ鋳鉄製防水防臭型とし、蓋下部にはステンレス製タラップＷ４００を設ける。

・   コンクリートの化粧打ち放しの打ち増し寸法は特記なき限り次の通りとする。

・ 外部モルタル塗は全て金ゴテ仕上げとし、防水モルタルを仕様し、塗り厚は３０ｍｍとする。

・ 内部モルタル塗は全て金ゴテ仕上げとし、特記なき限り塗り厚は２０ｍｍとする。

・ 床モルタル塗は金ゴテ仕上げとし、特記なき限り塗り厚は２０ｍｍとする。

・ 床モルタル塗仕上げ及びコンクリートコテ仕上げ面は、縦・横３０００ｍｍ間隔で目地を設け、特記なき限り
   内部は全て防塵塗装を施す。

・ 室内壁仕上（壁紙及び塗装仕上）下地については、特記なき限り下記による。

     (1)現場発泡ウレタンt30吹付部分については、GB-R-Ht12.5、ＧＬ工法、Ｊ工法＋仕上げとする。

     (2)上記以外のコンクリート面は、特記なき限りＣ種打放し仕上

     (3)軽量鉄骨下地面はGB-Rt12.5、Ｊ工法＋仕上とする。

     (4)練付合板等、木質仕上等の場合もベース壁として上記のボード施工をすること。

・ 床組下地、ＧＬ+1000までの壁下地の木材には、防腐防備処理を施す。

・ 軽量鉄骨間仕切壁の下地のチャンネルは特記なき限り上階スラブまで立上げる。
　 スラット巾は特記なき限り９０形とする。

・ カーテン・ブラインドボックスは特記なき限りアルミ製押出成型(既製品)ステンレス色とする。

・ 階段のノンスリップはステンレス製３０×２０中空ビニールタイヤとし取付はアンカー工法とする。

・ カーペット部分はコンクリートコテ仕上げの上にt10フェルト下地を施す。

・ ビニルシート・ビニルタイルで土に接する床面を仕上げる場合は、耐水系の接着剤を使用する。
　（エポキシ系接着剤）　その他の部分は酢酸ビニール系樹脂接着剤を使用する。巾木も同様とする。

・ ＦＬ=150の床デッキプレートの天端は、防塵塗装とする

・ シンダーコンクリート部分にはワイヤーメッシュ６φ―１００×１００を敷設する。

・ タテ樋は特記なき限り白ガス管とし、t25ＧＷ（３２ｋｇ）防露巻。
　 内部に露出する場合は防露巻の上に綿布巻ＯＰとする。

・ 床仕上げの異なる部分の見切りには、ＳＵＳ　ＦＢ－４×12を使用する。

・ ルーフドレインは特記なき限り100φを使用し、縦樋は、t25ＧＷ防露巻とし、第１桝接続までを本工事とする。

・ 雨樋の横引き部分及び横引き２ｍ以上より立下がり部分の曲げ部には全て清掃口を設ける。
　 又横引きのない縦樋においても２０ｍごとに１ヶ所以上の清掃口を設ける。

・ 使用するステンレスは、全てＳＵＳ－３０４とする。

・ 樋受ＰＣ板３００×３００×５０

・ 和室造作材、ヒノキ、見え掛り部は無節（天井廻り縁共）、敷居（松）

・ セルフレベリング材は超速硬型セメント系セルフレベリング材（F☆☆☆☆）とする。

略記号凡例

Ａ（ＢＥ）

Ｘ（ＢＥ）

Ｆ（ＢＥ）

ＴＰ（Ｃ）

ＴＰ（ＣＥ）

ＴＰ（Ｅ）

焼付アクリルエナメル塗

焼付エポキシ系塗料塗装

焼付フッ素樹脂塗料塗装

複層模様吹付材塗

複層模様吹付材塗

複層模様吹付材塗

ＯＰ

ＳＯＰ

ＦＥ

ＶＥ

ＡＥ

ＦＵＥ

ＥＰ

ＸＥ 二液型エポキシエナメル塗

合成樹脂エマルションペイント塗

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗

アクリル樹脂エナメル塗

塩化ビニル樹脂エナメル塗

フタル酸樹脂エナメル塗

合成樹脂調合ペイント塗

油性調合ペイント塗

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ 強化石膏ボード

シージング（防水）石膏ボード

石膏ボードＪ工法

ＳＵＳ

ＬＧＳ 軽量鉄骨

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

石膏ボードの継目処理

（セメント系）

（ポリマー系）

（合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系）

オイルステインＯＳ

ＬＣ クリヤラッカー

ＬＥ ラッカーエナメル

ＰＵ ポリウレタン塗り

ＡＥ アクリル樹脂系非水エマルジョンペイント

ＧＭ グラスウール断熱材ＴＣＰ

ＦＳ

タイルカーペット

積層ビニル床シート （一般仕様）

ＶＴ ビニル床タイル

ＶＢ ビニル巾木 ＧＢ－Ｄ(Ｔ） 化粧石膏ボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ）

ＤＲ ロックウール化粧吸音板

ＦＫ けい酸カルシウム板

内部仕上表

Ｃ Ｈ下  地仕上

巾木 壁

下  地

室名 床 天井 備    考

Ｈ 廻り縁 カ－テンレ－ル(ステンレス製・ダブル)

ブラインドボックス(木製・UC塗装）ＢＢ

ＣＲ

　　Ｆ３

Ｗ１

Ｗ２

Ｃ１

Ｃ２

　木胴縁　21×45＠455+GB-R ｔ12.5

Ｗ３

 木野縁　45×45＠455+GB-R ｔ9.5

・ 額縁は特記なき限り、アルミ製押出型材、電解着色とする。

　　Ｆ４

下地（ＧＬ＋レベル） 仕上（仕上レベル）・特記なき場合ＦＬ±０ 仕　上 仕　上

　　Ｆ１

　　Ｆ２　（　40　）

　　Ｆ１　（　-2.5　）

　　Ｆ１　（　-2.5　）

　　Ｆ１　（　-2.5　）

　　Ｆ２　（　-40　）

　　Ｆ４　（　-12　）

　　Ｆ１　（　-2.5　）

　　ＦＳ

　　　　磁器質床タイル150角張り

　木胴縁　21×45＠455+GB-S ｔ12.5

　木胴縁　21×45＠455+GB-R ｔ12.5二重張り

　　　Ｗ１

　　　Ｗ５

　　　Ｗ１

　　　Ｗ１

　　　Ｗ２

　　60

　　60

　　60

　　60

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

ＥＰ-Ｇ

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗

　つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

　　　Ｃ２

　　　Ｃ２

　　　Ｃ２

　　　Ｃ２

　　　Ｃ２

　　　Ｃ２

 GB-Ｄ(Ｔ） 化粧石膏ボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ）

 木野縁　45×45　＠455+FK ｔ6.0

　　2,510

　　2,600

　　2,400

　　2,600

木製H30+UC

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　   〔　 基　礎    〕　コンクリート打放し補修+樹脂入モルタル薄塗t5

   　〔　水　 切　  〕　カラーＧＬ鋼板製 

　   〔　建　 具  　〕　樹脂製断熱建具　複層ガラス　　

　   〔　外　 壁  　〕　透湿防水ｼｰﾄ （タイベックス　同等品）+ 胴縁材18×45 +木質繊維混入セメントけい酸カルシウム板t14　縦張り（モエンパネルW　ニチハ同等品）

     〔　屋根面　  　  　 〕　 合板野地板（構造用合板）t12.0下地 + ゴムアスファルトルーフィング+ カラーガルバリウム鋼板 t0.4 横平葺き　働き巾340、棟換気（換気箱棟　カナメ同等品）、棟飾り　警察紋章　220×220

〔 　 軒　    先　  　 〕  　屋根同材 t0.4

〔　  軒   　 天　     〕　　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 木目調（YL141P　一部　YLA141P　ニチハ同等品）、塗装品（ YL121　一部　YLA121　ニチハ同等品 ）　

　   〔　　床　    　〕　コンクリートコテ均し + タイル下地 ｔ37 + 磁器質床タイル 150㎜角（階段用タイル150㎜ 垂れ付き鼻段）、スロープ：コンクリート金こて刷毛引き仕上

　　ＧＢ-Ｄ（Ｔ）ｔ9.5張り　910×455

(不：NM-8619）

（準：NM-0898） （準：QM-0524）

　　2,600

　　2,600

　　2,600

〔　鼻隠し ・  破風　〕   木板下地　25×250　+　カラーＧＬ鋼板 ｔ0.4 加工　 

〔    雨      樋  　   〕　  軒樋 ： カラーＧＬ鋼板 t0.35　113×67　（HACO/H6号　ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞｳｴｱ同等品） 　 竪樋  ：  カラーＧＬ鋼板　ｔ0.35　丸75

　風除室

　　Ｆ２

　　　Ｗ１

　事務室

　金庫置場

駐
在
所
部
分

居
住
部
分

部位

　玄　関

　ホール

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ + ﾀｲﾙ下地均しﾓﾙﾀﾙ

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ + ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押えｔ30

　構造用合板ｔ28

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

   　ＦＳ（Ｗ）ｔ2.5張り　熱溶接工法

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り

　　GB-R ｔ9.5 + 化粧けい酸カルシウム板 ｔ6.0張り（ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料仕上）　

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）　　　Ｗ１

 　複層ビニル床シート

 ＥＰ-Ｇ  つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

　　　Ｃ１

(不：NM-8578）

(準：QM-9828）

Ｃ３

 木野縁　45×45　＠455

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

 たて型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ80：W1650×H2500

 洋式便器（機械設備工事）手洗器（機械設備工事）紙巻器（機械設備工事）

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端ｔ19 : ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ　780×120　・棚板：ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭt20　200×780

 衣類掛ﾌｯｸKF-28(INAX同等品)・L型手摺（機械設備工事）・ﾀｵﾙ掛（機械設備工事）

 屋内掲示板:900×900 EX922・行事予定板:900×600 EL-13SY(杉田ｴｰｽ同等品）

 よこ型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ:W1700×H1500　3箇所、W550×H1500　１箇所

 保管庫家具

 鏡：360×800木製フレーム:YM300F(TOTO同等品)

 ﾐﾆｷｯﾁﾝ：L-900　 FK09DJTBL（換気扇付）（亀井製作所同等品）

・天井点検口：450角（ｱﾙﾐ製）内外枠共目地

 上り框 ： 天然木単板　90×150　L2950

 玄関収納：L800×H2190　ﾗﾌｫﾚｽﾀ　ﾌﾟﾗﾝ3AW08 ﾐﾗー付　

Ｃ４Ｗ４ 　木胴縁　21×45＠455+GB-S t12.5二重張り

 化粧木調
 巾木

　　50

 磁器質床
 タイル150角

　　225

 木野縁　45×45＠455+GB-S ｔ9.5 (準：QM-0898）

　　　　磁器質床タイル150角張り

仕上表（１） A-09

・ 木組床下には、ビーズ法ポリスチレンフォーム１号　t=120（パフォームガード　同等品）を敷き込む。

・ 外部の土間スラブの下端にはビt30　FP板を敷き込む。

積層ビニル床シート （多湿部仕様）ＦＳ(Ｗ)

   　ＦＳ（Ｗ）ｔ2.5張り　熱溶接工法

   　ＦＳ（Ｗ）ｔ2.5張り　熱溶接工法

   　ＦＳ（Ｗ）ｔ2.5張り　熱溶接工法

 天井点検口：450角（ｱﾙﾐ製）内外枠共目地

 ｶｳﾝﾀｰ収納家具

　　　Ｗ１

　　　Ｃ２
　ＬＤＫ

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り　　Ｆ４　（　-12　）  化粧木調
 巾木

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）  ｷｯﾁﾝ:流し台L1650+ｺﾝﾛ台L750D550 (GSE-S-165JXTR+GSE-S-70　LIXIL同等品)

 天井点検口：450角（ｱﾙﾐ製）内外枠共目地・ＣＲ・ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ（機械設備工事）

 ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞL750+横幕板（NBHｼﾘｰｽﾞ　ｼﾛｯｺﾌｧﾝ　LIXIL同等品）

　　60

 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
 調整ＶＢ

 よこ型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：W1700×H1300

・ BB100×100

　コミュニティ
　ルーム

 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
 調整ＶＢ

 150角アルミ製文字(ピクト）表示共　PFTY150N（杉田ｴｰｽ同等品）

〔　  天 井     〕　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 　木目調

　　　　　　　　　　　雪止め：落雪防止ネット　900×230（スノーZ　neo　スモール　スワロー工業同等品）、雪止め金具：亜鉛板カラー　富士型　羽根180

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　　　　　　標準奥行ﾀｲﾌﾟ（YKK同等品）

　   　　　　　　　　　　ポーチ部：ルーバー材　W881×H2211　桟木□-60×45　（支給品）

 ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ　t20　L2400×D150 （アイカ工業同等品）

　　塩ビ製

　　2,400

　   ルーバー材　W881×H820～1700　桟木□-60×45　（支給品）取付

　   ルーバー材　W881×H870～1500　桟木□-60×45　（支給品）取付

　　塩ビ製

 収納ｷｬﾋﾞﾈｯﾄBWUHD249DSAWN+BWUTMT1NN（コクヨ同等品）

□　テラス

　   〔　　床　    　〕　人工木デッキD1020×W4440+二段デッキD1020+束柱・大引き：ｱﾙﾐ形材（三協アルミ　ひととき２同等品）＋束石□２００

 ｺﾝﾛ用:ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ(GS-75　LIXIL同等品)、ｱﾙﾐ水切ｶﾊﾞｰL2400・D60(ALMC-240SB

 LIXIL同等品)、吊戸棚L1200（GSE-A-45FL LIXIL同等品)

　　50

　　　Ｗ２ 　　キッチンカウンター（キッチン側）：キッチンパネル　t=3　見切材共

 化粧木調
 巾木2型
 （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

 同等品）

・ 窓枠は特記なき限り、化粧木調額縁（窓枠固定型）t20　見込み115とする。
　   　　　　　　　　　　+弾性塗材（ジョリパット　JQ-620　校倉M・ミーティア　 アイカ工業同等品）

気　密 ・ 室内側の壁・天井は、防湿気密フィルムt0.2（ダンライト　同等品）を施す。

 アルミ製文字(ピクト）表示共　PFT81A（杉田ｴｰｽ同等品）

 アルミ製文字(ピクト）表示共　PFT81A（杉田ｴｰｽ同等品）

・ 床下防湿層敷きは、ポリエチレンフィルムｔ0.15を敷設する。

 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
 調整ＶＢ

 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
 調整ＶＢ

 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
 調整ＶＢ

　　巾木上部見切　木製H50+UC

　　巾木上部見切　木製H50+UC

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　   ルーバー材　W881×H1430～1700　桟木□-60×45　（支給品）取付

UC 　ウレタン樹脂ワニス

　　巾木上部見切縁：アルミ見切　BM-15

　　巾木上部見切　木製H50+UC

　　下り壁見切縁：塩化ビニル製

　　巾木上部見切　木製H50+UC

・ 外気に接する土間床の外周部には押出ポリスチレンフォームt=25を敷き込む。

Ｗ５ 　木胴縁　21×45＠455

　　　Ｗ３（南面)

　　　Ｗ４（南面)

　　　Ｗ３（北面)

・ 間仕切壁には、ｔ50グラスウール24㎏品を充填する。

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

製作年月日



建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

製作年月日 　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

　　　Ｗ１

　　　Ｗ１

　　　Ｃ２ 　　2,400

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　2,400

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　） 　　　Ｃ２

　洋室１・６帖

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り

　　Ｆ４　（　-12　）

　　Ｆ４　（　-12　）  化粧木調
 巾木

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）  ＣＲ　2箇所・ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ（機械設備工事）

　　50

 ＣＲ・ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ（機械設備工事）　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り  化粧木調
 巾木

　　50

　洋室２・６帖

　　Ｆ１　（　-2.5　）    　ＦＳ（Ｗ）ｔ2.5張り　熱溶接工法

 化粧木調
 巾木2型
 （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
 同等品）

 ・L型手摺（機械設備工事）・ﾀｵﾙ掛（機械設備工事）

UC 　ウレタン樹脂ワニス

 化粧木調
 巾木

　　50

Ｗ３ 　木胴縁　21×45＠455+GB-R ｔ12.5二重張り (不：NM-8619）

Ｗ４ 　木胴縁　21×45＠455+GB-R t12.5+GB-S t12.5張り

Ｗ５ 　木胴縁　21×45＠455

　　　Ｗ３（北面)

認定番号表

略記号凡例

Ａ（ＢＥ）

Ｘ（ＢＥ）

Ｆ（ＢＥ）

ＴＰ（Ｃ）

ＴＰ（ＣＥ）

ＴＰ（Ｅ）

焼付アクリルエナメル塗

焼付エポキシ系塗料塗装

焼付フッ素樹脂塗料塗装

複層模様吹付材塗

複層模様吹付材塗

複層模様吹付材塗

ＯＰ

ＳＯＰ

ＦＥ

ＶＥ

ＡＥ

ＦＵＥ

ＥＰ

ＸＥ 二液型エポキシエナメル塗

合成樹脂エマルションペイント塗

常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗

アクリル樹脂エナメル塗

塩化ビニル樹脂エナメル塗

フタル酸樹脂エナメル塗

合成樹脂調合ペイント塗

油性調合ペイント塗

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ 強化石膏ボード

シージング（防水）石膏ボード

石膏ボードＪ工法

ＳＵＳ

ＬＧＳ 軽量鉄骨

ステンレス（ＳＵＳ３０４）

石膏ボードの継目処理

（セメント系）

（ポリマー系）

（合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系）

オイルステインＯＳ

ＬＣ クリヤラッカー

ＬＥ ラッカーエナメル

ＰＵ ポリウレタン塗り

ＡＥ アクリル樹脂系非水エマルジョンペイント

ＧＭ グラスウール断熱材ＴＣＰ

ＦＳ

タイルカーペット

積層ビニル床シート （一般仕様）

ＶＴ ビニル床タイル

ＶＢ ビニル巾木 ＧＢ－Ｄ(Ｔ） 化粧石膏ボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ）

ＤＲ ロックウール化粧吸音板

ＦＫ けい酸カルシウム板

内部仕上表

Ｃ Ｈ下  地仕上

巾木 壁

下  地

室名 床 天井 備    考

Ｈ 廻り縁 カ－テンレ－ル(ステンレス製・ダブル)

カーテンボックスＣＢ

ＣＲ

　　Ｆ３

階

　　Ｆ４

下地（２ＦＬ＋レベル） 仕上（仕上レベル）・特記なき場合ＦＬ±０ 仕　上 仕　上

　　Ｆ１ 　　ＦＳ

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗

　　　Ｃ３

　　　Ｃ２

　　　Ｃ１

　　　Ｃ１ 　　2,400

　　2,400

　　2,400

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　塩ビ製

　　2,400

　　Ｆ２

　　　Ｗ２

　　　Ｗ５

　洗面脱衣

居
住
部
分

部位

　収　納

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ + ﾀｲﾙ下地均しﾓﾙﾀﾙ

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ + ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押えｔ30

　構造用合板ｔ28

　土間鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り

　　　Ｗ１

　　　Ｗ５

 　複層ビニル床シート

　押　入

　　Ｆ４　（　-12　）

　　Ｆ４　（　-12　）

　　Ｆ４　（　-12　）

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り

　　　　 天然木化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ ｔ12.0張り

 化粧木調
 巾木

 　ＶＢ

 化粧木調
 巾木

　　50

　　60

　　50

  吸放湿石膏ボード t12.5　（押入化粧ボード）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

  吸放湿石膏ボード t9.5　（押入化粧ボード）

　Ｕ.Ｂ

 枕棚：枕棚ｾｯﾄ：W1690×D400（既製品）

 中棚：枕棚ｾｯﾄ：W1690×W750（既製品）

 枕棚:枕棚ｾｯﾄ：W1690×D400（既製品）、ハンガーパイプセット

 洗濯機ﾊﾟﾝ・水栓(機械設備工事)

 ・洋式便器（機械設備工事）・ 紙巻器（機械設備工事）

 ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端ｔ19 ：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ780×120　・棚板:ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭｔ20　200×780

 洗面化粧台L750　VｼﾘｰｽﾞLDPB075BAGNE2+LMPB075A3GDC1G（TOTO同等品)

 ﾀｵﾙ掛L440 YT43SA（TOTO同等品)　 ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端ｔ19 ：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ  780×120

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　　壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

Ｗ１

Ｗ２

Ｃ１

Ｃ２

　木胴縁　21×45＠455+GB-R ｔ12.5

 木野縁　45×45＠455+GB-R ｔ9.5　木胴縁　21×45＠455+GB-S ｔ12.5

ＥＰ-Ｇ 　つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗  GB-Ｄ(Ｔ） 化粧石膏ボード（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ）(不：NM-8619）

（準：NM-0898） （準：QM-0524）

 ＥＰ-Ｇ  つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

(準：QM-9828）

Ｃ３

 木野縁　45×45　＠455

 木野縁　45×45＠455+GB-S ｔ9.5 (準：QM-0898）

 木野縁　45×45　＠455+FK ｔ6.0 (不：NM-8578）Ｃ４

仕上表（２） A-１０

積層ビニル床シート （多湿部仕様）ＦＳ(Ｗ)

  吸放湿石膏ボード t12.5　（押入化粧ボード）

　天井点検口：450角（ｱﾙﾐ製）内外枠共目地

 出入口枠：樹脂製三方枠　ﾌｸﾋﾞUB枠同等品　　　　 1616UB　サザナ　HSV1616USX5CR　寒冷地仕様　基本仕様

　　　　 窓枠・浴槽ハント　（TOTO同程度）

　ＷＣ(２)

  吸放湿石膏ボード t9.5　（押入化粧ボード）



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

平　面　図　　　　　　　S=1：50

Y１

冷蔵庫

食器棚

UB

LDK

コミュニティルーム

洗面脱衣室

ホール

WC(2)
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テラス

スロープ

ACｽﾍﾟｰｽ

ACｽﾍﾟｰｽ

ACｽﾍﾟｰｽ

事務室

床点検口

キープラン

1: 50（A1）

1:100（A3）

平 面 図

面積求積図

構造用合板 ｔ9.0

管  柱：105×105

煙

筋かい　105×45　たすき掛け

住宅用火災警報器（煙または熱感知器・電池式・１０年タイプ）

筋かい　105×45

煙

煙

11.18㎡

9.94㎡

23.19㎡

1.65㎡

4.97㎡

Y２

Y５

Y６

押入

押入

洋室１・６帖

9.94㎡

収納

WC(1)

手洗い

洋室２・６帖

玄関収納

ACｽﾍﾟｰｽ

ACｽﾍﾟｰｽ

3.31㎡

4.14㎡

1.65㎡
16.70㎡

金庫置場

レンジフード

保管庫家具
玄　関
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エントランス
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Y14 Y14

910 910 910 910 910 1,365 455 910 910 910 910

X２ X８

X１ X９ X10 X14X11 X13X３ X４ X６ X12X２ X８

一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)10×10充填を示す。

9
1
0

7
3
0

910300

プロパンガス

熱

熱

2
,0

0
0

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

製作年月日
A-11

延べ面積求積表

記号 Ｗ × Ｈ ＝ ㎡ Σ㎡

① 5.460 × 0.730 ＝ 3.985800 3.985800

② 8.190 × 5.640 ＝ 46.191600 50.177400

③ 10.010 × 4.550 ＝ 45.545500 95.722900

④ 3.640 × 0.910 ＝ 3.312400 99.035300

㋑ 1.480 × 0.845 ＝ 1.250600 100.285900

合　　　　計 100.285900

建築面積求積表

記号 Ｗ × Ｈ ＝ ㎡ Σ㎡

ⓐ 5.460 × 1.365 ＝ 7.452900 7.452900

ⓑ 2.730 × 1.250 ＝ 3.412500 10.865400

ⓒ 1.250 × 0.845 ＝ 1.056250 11.921650

 ⓓ 1.820 × 1.820 ＝ 3.312400 14.177800

ⓔ 3.640 × 0.910 ＝ 3.312400 17.490200

合計 17.490200

床面積 100.201400

合　　　　計 117.691600
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     　　　 求　　積　　図　　　　　　　　S=1：100

A-11
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6,370 3,640

①

②

④

住宅部分床面積求積表

記号 Ｗ × Ｈ ＝ ㎡ Σ㎡

① 1.820 × 2.730 ＝ 4.968600 4.968600

② 8.190 × 0.910 ＝ 7.452900 12.421500

⓷ 10.010 × 4.550 ＝ 45.545500 57.967000

④ 3.640 × 0.910 ＝ 3.312400 61.279400

合　　　　計 61.279400
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製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事

天井伏図　　　　　　　S=1：50

Y１

LDK

コミュニティルーム

洗面脱衣室

WC(2)

10,010

1,820 1,820 2,275

1
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6
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2
,7

3
0

9
1
0

9
1
0

Y４

Y７

Y８

Y10

Y11

Y13

10,010

1,820 4,550

事務室

1: 50（A1）

1:100（A3）

天井伏図

Y２

Y５

Y６

押入

押入

洋室１・６帖

収納

WC(1)

洋室２・６帖

金庫置場

玄　関・ホール

風除室

エントランス

X１ X９ X10 X14X11 X13X３ X４ X６ X12

Y１

Y４

Y７

Y８

Y10

Y11

Y13

Y２

Y５

Y６

Y14 Y14

910 910 1,820 910

X２ X８

X１ X９ X10 X14X11 X13X３ X４ X６ X12X２ X８
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A B

凡　　　例

A

B

D
E

F

記号 仕　上 備　考

　タイガースクエトーンDプラス同等

廻り縁

　　塩ビ製廻縁

　　塩ビ製廻縁

　　塩ビ製廻縁

　ＧＢ-Ｄ（Ｔ）ｔ9.5張り　910×455

  吸放湿石膏ボード t9.5（押入化粧ボード）

　　塩ビ製廻縁

　　塩ビ製廻縁

　天井天点検口（アルミ製）450×450

C

ルーバー材W881×H870～1500、桟木口-60×45

　 壁紙ビニルクロス張り　（　中級品　）

　 壁紙ビニルクロス張り（　中級品　）

G 　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 塗装品（ YL121 一部YLA121 ニチハ同等品 ）
　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 木目調（ YL141P 一部YLA141P ニチハ同等品）

　 壁紙ビニルクロス張り （　中級品　）+
　　塩ビ製廻縁

C

B

D

B

B

B

B

B

B
E

E

E

F

F

G

ポーチ

F

G

G

G

G

G

G

　　塩ビ製廻縁　同種軒裏換気用有孔板

小屋天井伏図　　　　　S=1：50
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建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

製作年月日
A-12



製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
1: 50（A1）

1:100（A3）

屋根伏図

凡　　　例

１

記号 仕　　　　　　上

　合板野地板（構造用合板）t12.0下地 + ゴムアスファルトルーフィング　+ カラーガルバリウム鋼板 t0.4 横平葺き　働き巾340

Y１

10,010

1
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6
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,5

5
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1
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Y７

Y13

10,010

910 910 8,190

Y２
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1,820 8,190

1
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1
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1
0
,9

2
0

9
1
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屋根伏図　　　　　　　S=1：50

屋根：合板野地板（構造用合板）ｔ12.0下地+
ゴムアスファルトルーフィング+
カラｰガルバリウム鋼板ｔ0.4横平葺き　　
働き巾340

棟換気：換気箱棟

750750

7
5
0

7
5
0

7
5
0

Y８

軒樋：カラｰGL鋼板　ｔ0.35　113×67

竪樋：カラｰGL鋼板　ｔ0.35　丸75

Y10

棟飾り：警察紋章　220×220

雪止め金物：亜鉛板カラー富士型　羽根180

落雪防止ネット：900×230（スノーZ　neo　スモール　スワロー工業同等品）

棟飾り：警察紋章　220×220

　受け金物＠1000以内

（HACO/H6号　ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞｳｴｱ同等品）

450

4
5
0

4
5
0

750

100

40

100

40

750

１１

棟換気　（換気箱棟　カナメ同等品）

棟飾り：警察紋章　220×220

棟換気　（換気箱棟　カナメ同等品）

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

製作年月日
A-13



建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

製作年月日 　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
立　面　図

1:　60(A1）

1:120(A3）

凡　　　例

記号 仕　上

　旗竿受け金物：ミニフラッガーMF2000（サンポール同等品）

　施設文字：ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ文字　1文字150角BOX文字（杉田ｴｰｽ同等品）

　郵便受け：300×386×171　KS-MB35S（ナスタ同等品）

西　側　立　面　図 北　側　立　面　図

南　側　立　面　図東　側　立　面　図

①

②

③

④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑯

⑯⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

　カラーガルバリウム鋼板 t0.4 横平葺き　働き巾340

　棟換気　（換気箱棟　カナメ同等品）

　棟飾り　警察紋章　220×220　

　カラーＧＬ鋼板 ｔ0.4 加工

　杉柱105×105　（加圧防腐処理材）木材保護塗料塗り（WP・A種）

　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 木目調（ YL141P　一部　YLA141P ニチハ同等品 ）

　水切カラーＧＬ鋼板製　t＝0.4　防鼠付

　コンクリート打放し補修＋樹脂入モルタル薄塗t5

　コンクリート打放し補修＋樹脂入モルタル薄塗t5

　軒樋：カラーＧＬ鋼板 t0.35　113×67（HACO/H6号　ﾀﾆﾀﾊｳｼﾞﾝｸﾞｳｴｱ同等品）

　竪樋：カラーＧＬ鋼板　ｔ0.35　丸75

　物干し金物：KS-DA775AB-ST（ﾅｶ工業同等以上）

　雪止め金物：亜鉛板カラー　富士型　羽根180

　施設文字：ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ文字　1文字200角BOX文字（杉田ｴｰｽ同等品）

　木質系繊維混入セメントけい酸カルシウムt14　縦張り（モエンパネルEX　ニチハ同等品）＋弾性塗材（ジョリパット　JQ-620　校倉M　アイカ工業同等品）

A-14

　警察紋章：２号φ250　（㈱広部硬器同等）
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⑯

⑯ ⑯

⑳

㉒

㉓

㉒

⑤

⑤

⑤

⑥ 　パルプ繊維混入セメント板 ｔ12 塗装品（ YL121 一部　YLA121　ニチハ同等品 ）

⑮ 　落雪防止ネット　900×230　（スノーZ　neo　スモール　スワロー工業同等品）

　ルーバー材　881×2311（支給品）㉒

⑮

⑪

　人工木デッキD1020×W4440+二段デッキD1020+束柱・大引き：ｱﾙﾐ形材（三協ｱﾙﾐひととき２同等品）㉓

⑦' 　木質系繊維混入セメントけい酸カルシウムt14　縦張り（モエンパネルEX　ニチハ同等品）＋弾性塗材（ジョリパット　JQ-620　ミーティア　アイカ工業同等品）

⑧⑧'

⑧'

⑧' 　杉60×105　（加圧防腐処理材）木材保護塗料塗り（WP・A種）
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製作年月日

建築意匠

№ 

図面番号縮尺図面内容

設計図

　　奥州警察署衣川駐在所庁舎新築工事
断　面　図　

1:   50(A1)

1:  100(A3)
A-15

内部被覆：GB-R　ｔ=12.5　張り（延焼のある部分）

100

40

垂木 45×60 ＠455

母屋 105×105

5
4
5

A　-　A’断　面　図　　　S=1：50
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3,640 4,550 1,820

▼　桁高

3
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0
0

▼設計ＧＬ
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0
0
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0
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LDK 洗面脱衣室

4
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7
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C　-　C’断　面　図　　　S=1：50
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Y1４ Y1３

3
0
0
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B　-　B’断　面　図　　　S=1：50

100

40

天井断熱材 グラスｳｰﾙ24㎏品 ｔ100+100

小屋筋交い　15×90

母屋 105×105

野縁 45×45 ＠455

小屋束 105×105

3
0
0
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D　-　D’断　面　図　　　S=1：50

F

事務室

製作年月日
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洗面脱衣室
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